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新機能および変更情報

この表には、新しい特徴または機能に関連したコンテンツの更新、既存のコンテンツの変更、

および仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）用Webexアプリ導入ガイドで修正され
た主要なエラーが記載されています。

Webexアプリの VDIの更新、新機能、追加された VDIサポート、および制限事項の詳細につ
いては、VDIリリースノートを参照してください。

変更内容日付

•インストール引数、説明、および必要な権限において ENABLEVDI引数の

挙動を明確化しました。

• VDI用 Webexアプリの既知の問題と制限からレジストリベースの回避策
を削除し、ENABLEVDI インストール引数を使用するための推奨事項に置

き換えました。

2023年 3月 15
日

•ホストされた仮想デスクトップとシンクライアントの要件に最新のイン
フラストラクチャバージョンを追加しました。

• Unicon eLuxの一部のバージョンは、Linuxシンクライアントで「サポー
ト終了」になっていることに注意してください。

• macOSシンクライアントで、Appleシリコン（M1シリーズ）を搭載した
MacのWebex App VDIプラグインのサポートを追加しました（42.10以
降）。

• VDI用Webexアプリの管理とトラブルシュートにブラウザコンテンツリ
ダイレクトに関するメモを追加しました。

2023年 3月 3
日

VDIセッション間で一部の AppData/ローミングフォルダを同期するための推奨

事項を追加しました。これにより、ユーザーはローミングデータベースを復

号化して、非永続的な VDI環境でWebexの設定を維持できます。

2023年 2月 27
日
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変更内容日付

ホストされた仮想デスクトップとシンクライアントの要件に、テスト済みで

最新のインフラストラクチャとシンクライアントの OSバージョンとサポー
トされているハードウェアを追加しました。AppleM2チップ、macOSVentura、
HP ThinPro 8、および Dell ThinOS 9.3が含まれています。

2023年 1月 11
日

「ホストされた仮想デスクトップおよびWebexアプリ」セクションの msiexec

コマンドレイアウトを更新しました。FORCELOCKDOWN=LockWhenCompatibleパラ

メータは、バンドルされているMSIパッケージ（Webex Meetingsデスクトッ
プアプリおよびWebexアプリ）をインストールする際のみ使用するため、本
パラメータを削除しました。

2022年 10月
26日

Webexアプリ VDIバージョン 42.8の更新：

•ホストされた仮想デスクトップの要件における接続ブローカーのバージョ
ンの更新。

Webex 42.8以降で、Linuxシンクライアント共有動作を含むように
VDIScreenShareEnabledレジストリキーの説明を更新しました（セクション

「Webexアプリ VDIフォールバックモードでの高度なビデオ機能の有効化ま

たは無効化」）。

2022年 8月 25
日

•コマンドラインパラメータを追加しました。

INSTALLWV2=1

セクション「インストール引数、説明、および必要な権限」へ

このコマンドは、Webexアプリのインストール中にMicrosoftのWebView2
組み込み型ブラウザをインストールします。

2022年 5月 30
日

• 2022年 4月現在、サポートされているWindowsバージョンのリストを更
新しました。

2022年 4月 26
日

• Webex for BroadWorks要件の説明を更新しました。2022年 4月 25
日

•サポートされているLinuxシンクライアントのリストにStratodeskNoTouch
OSを追加しました。

2022年 4月 13
日

•アップグレード管理セクションに自動アップグレード情報を追加しまし
た（Webexアプリ 42.2以降に適用されます）。

•ホストされた仮想デスクトップでサポートされる新しいバージョン（Citrix
仮想アプリおよびデスクトップ（CVAD）7 2112および VMWare Horizon
8 2111）が追加されました。

2022年 2月 9
日
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変更内容日付

•リンクページの VDIリストを作成しました：https://help.webex.com/
nitgcm4。

•この本の「Webexアプリ VDIの環境の準備」の章のファイアウォール設
定に次の注記を追加しました。

「VDIには独自のネットワーク要件のセットが必要ですが、Webexネッ
トワークに必要なすべてのポート、URL、およびメディアサブネットが
ネットワーク要件に従っていることを確認する必要があります。Webex
Servicesのネットワーク要件を参照してください」。

このノートのリンク先：https://help.webex.com/WBX000029031。

• Webexアプリ向けのホストされた仮想デスクトップの設定セクションで、
msiexecコマンドコールに FORCELOCKDOWN=1パラメータを追加しました。

2022年 2月 3
日
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変更内容日付

•フル機能の会議は Azure Virtual Desktop（AVD）では機能しないことを要
件で明確にしました。また、Microsoft Storeのリモートデスクトップアプ
リ（接続ブローカー）のバージョンはWebexアプリ VDIでサポートさ
れていません。

•展開の章に、VDIプラグインの単一インストーラに関する情報を追加し
ました。VDIクライアントプラグイン向けWebexアプリのインストール
ファイルには、最新バージョンのMeetings VDIクライアントプラグイン
が含まれています。スタンドアロンのMeetings VDIクライアントプラグ
インは毎月リリースされますが、スタンドアロンのWebexアプリVDIク
ライアントプラグインは隔月でリリースされます。結合されたインストー

ラは、隔月で更新されます。

•リリース 41.12でサポートされる新しいプラットフォームを追加しまし
た。

•接続ブローカー—Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7 LTSR 1912
Cu4

•シンクライアント—MacOS Monterey（12.x）

• HVD環境—Windows 365

•接続ブローカーテーブルに注記を追加しました。

（注） • Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7リリース 2109以
降、「仮想チャネル許可リストポリシー」がデフォルト

で有効になっています。最適化モードが正しく機能する

ように、最初にWebexAppVDIに対してこのポリシーを
構成（Cisco仮想チャネルを追加）するか、またはこの
ポリシーを無効にします。

• macOSシンクライアントテーブルに注を追加しました。

MacOSの場合、現在、WebexアプリVDIプラグイン 41.12の
みがMac用 Citrix Workspaceアプリ 2111で動作します。

（注）

•新しいトラブルシューティングセクション「すべてのデバイスで着信音
とアラートの設定が機能しない」を追加しました。

2021年 12月
15日

• HVDホストで選択されたオーディオデバイスでのみ着信音が再生される
Linux VDIクライアントに関する制限が追加されました。

2021年 11月
12日
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変更内容日付

• Linuxシンクライアントセクションに新しいハードウェアを追加しまし
た。

• HP T640

• HP T740

• HP mt32

• HP mt45

• HP mt46

2021年 10月
29日

•「環境の準備」と「Webex for VDIの展開」の章で、MacOS VDIプラグ
インのセクションを追加しました。

•「Webex for VDIの展開」と「Webex for VDIの管理とトラブルシュー
ティング」で、アプリの HVDインストールバージョンの自動アップグ
レードに関する情報を追加しました。

• 41.10の新しいプラットフォームを追加しました。

• XenAppおよび XenDesktop（7.15 LTSR最大 Cu8）

• Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7 CR 2109

• Linuxシンクライアントでサポートされる新しいハードウェアデバイスを
追加しました。

• HP t730

• Dell Optiplex 7060

• Lenovo ThinkCentre M710q

•シンクライアントのセクションで、仮想背景の要件へのリンクを追加し、
スタンドアロンWindowsアプリの要件と同じであることを明確にしまし
た。

•次の既知の問題が追加されました。

• MacOS VDIクライアントでは、HVD接続が全画面の場合、ビデオ
フィードがMacOSシステムバーまたはアプリケーションメニューに
スピルします。

•マルチタスク機能は、VDI上のWebexアプリでは動作しません。

• AUTOUPGRADE=1インストールスイッチを使用した自動アップグレードの有
効化に関する詳細が追加されました。

2021年 10月 8
日
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変更内容日付

•「Webexアプリ VDIログインフロー」の強化されたステップ、特にス
テップ 5：「このステップは、ポート 8443経由のエッジ構成および SSO
認証に使用される Expressway-Eの IPアドレス（スプリット DNSを使用
しない内部 IPまたはスプリットDNSを使用する外部 IP）を取得します。
」

• 41.8用にサポートされている以下のプラットフォームを追加しました。

• VMware Horizon 8（2106）

• Citrix仮想アプリおよびデスクトップ CRバージョン 7（2106）

• eLux RP6 2104 LTSR

2021年 8月 10
日

•新しいWebexアプリとWebexクラウドのロゴで図を更新しました。

• Webex Meetings VDIアーキテクチャの新しい図を追加しました。

•展開の章にタスクフロー表を追加しました。

•ユーザがWebexアプリとMeetings VDIプラグインの両方をインストール
する場合、Meetings VDIコンポーネントに関する詳細情報を追加しまし
た。

•デュアルNIC展開の静的ルートの考慮事項に関する情報を追加しました。

2021年 7月 6
日

6月の更新（41.6）リリースには、以下が含まれます。

•新しいセクション「Webexアプリ VDIログインフロー」を追加しまし
た。

•「環境の準備」の「Unified CMの要件」セクションに、Webex（Unified
CM）でのコールを使用してコールをミーティングに移動する機能の詳細
を追加しました。

•サポートされている次のプラットフォームを追加しました：10ZiGゼロ
クライアントシンクライアント（Linuxシンクライアント）。10ZiGか
らのサポートについての免責事項も追加しました。

その他の一般的な更新：

•「管理とトラブルシューティング」の章に、最適化された VDIモードで
仮想背景を有効または無効にするためのレジストリキー値を追加しまし

た。

• Expressway（MRAの場合）の参照で、X12.7以降がWebex VDIで動作す
るためにサポートされる最小バージョンであることを明確にしました。

2021年 6月 3
日
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変更内容日付

•サポートされる LinuxシンクライアントのリストにHPThinpro 7.2が追加
されました。

2021年 5月 3
日

•「HVD要件」のセクションに Citrix環境の許可リストポリシー設定を追
加しました。

•「Linuxシンクライアントの要件」のセクションで、IGEL OSおよび
ThinOSの免責事項に関する記載内容が更新されました。

•省略されたコンテンツを Citrixアップグレードのセクションに追加しま
した（「1912 LTSRまたは 2003以降の場合は、Windowsシンクライアン
トに VDIプラグインを再インストールする必要はありません」）。

2021年 4月 16
日

•以下を含む、4月（41.4）リリースの更新。

• VDIプラグインがインストールされていないか、バージョンの不一
致が検出された場合のユーザーへの通知

• VDI最適化モードでの実行を強制するレジストリ設定

• BroadWorks Callingのサポート

•新しくサポートされた機能がリリースノートに追加されました。

•サポートされている以下のプラットフォームを追加しました。

• HVD—Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7: 1912 Cu2、Xenappお
よび xendesktop: 7.15 Cu7、VMware Horizon: 8.1 (2012)、8.2 (2103)

• Webexリリース用 41.1以降向け Thin Pro 7.1 SP13.5。

•シンクライアント—Webexアプリリリース 41.4以降向け VMWare
Horizonクライアントバージョン 8.x(2103)。

•「環境の準備」の章で、MRA展開の詳細を追加しました。

•「環境の準備」の章で、「コールとミーティング向けにサポートされる
リアルタイムメディアワークフロー」という新しいセクションに、サポー

トされているコールとミーティングのオプションを追加しました。

•「Webex VDIの管理」の章に「アップグレードの管理」という新しいセ
クションを追加しました。

• VDI環境を自動的に検出するか、または検出しないかのオプションを表
示するために HVD VDI引数を更新しました。

2021年 4月 9
日
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変更内容日付

• VDIFallBackConfのレジストリキー設定用のオプション 3～ 5を追加しま
した。

•新しいレジストリキー「VDIBackgroundEnabled」および
「VDIScreenShareEnabled」を関連する設定とともに追加しました。

• VMでホストされるアプリケーション用の単一セッションOSサポートを
追加しました。

• Dell Wyse ThinOS 9.1サポートを追加しました。

• Expressway NATの回避策を更新して、X12.7以降へのアップグレードで
問題が修正される旨を記載しました。

• MRA展開の図と、リクエストを Expressway-Eに送信するために必要と
なる HVDに関する情報を追加しました。

2021年 1月 18
日

•「Webex Teams」の言及を「Webex」に変更しました。2020年 12月
11日
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変更内容日付

•「Windows Virtual Desktopの設定」と「拡張ビデオ機能の有効化または
無効化」という新しいセクションを追加しました。

•次の新機能が追加されました。

•デフォルトでの HDビデオの無効化（VDI展開向け）

•コールおよびミーティング用のセルフビデオのミラーリング

•フォールバックモード

•モバイル＆リモートアクセス（MRA）

• VDIクライアント用システムトレイアイコン（Windows）

• Windowsシンクライアント用の Intelハードウェアアクセラレーショ
ン

• Windowsシンクライアント用の VMware共有セッションアプリケー
ションのサポート

• Windowsシンクライアント用のCitrix XenApp発行アプリケーション
モード

•サポートされている以下の新しいプラットフォームを追加しました。

• Citrixリモート PC

• Windowsシンクライアント用のWindows Virtual Desktop（Microsoft
Azureで展開）

• iGelOS 11.04.100

• Ubuntu 18.04

• Ubuntu 20.04

• Windows Server 2019

• Unicon eLux 6.9のサポート

• IGEL OSにおけるシンクライアントのインストールの手順が追加されま
した。

•「VDI Optimization for Webex Teamsの設定」という新しいセクションが
追加されました。

•フォールバックモードでのWindows Virtual Desktop、MRA、およびビデ
オ品質に関する既知の問題を追加しました。

2020年 9月 29
日
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変更内容日付

•サポートされる Calling in Webex Teams（Unified CM）機能に、「シスコ
ヘッドセット - Windowsシンクライアントの USBに対する基本呼制御」
を追加しました。

• WindowsServerのサポート対象バージョンの誤りを修正しました（「2016
R2」を「2016」に変更）。

• Citrixについてサポートしているバージョン（「仮想アプリとデスクトッ
プ（1912 LTSR CU1まで）」）を追加しました。

•インストール中のパラメータの使用状況に関する誤った情報を削除しま
した。

2020年 7月 16
日

•公式リリース用の初版ドキュメント。2020年 6月 29
日
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第 1 章

Webexアプリ for VDIの概要

• VDI向けWebexアプリの概要（1ページ）
• VDI環境の概要（2ページ）
•アーキテクチャ（4ページ）
•フォールバックモード（8ページ）

VDI向けWebexアプリの概要
最適化しない場合、Webexアプリメッセージングは仮想デスクトップインフラストラクチャ
（VDI）環境でそのまま機能します。ただし、完全なWebexアプリエクスペリエンスには、
ビデオおよび音声メディアの処理を必要とするコールやミーティングも含まれます。

ヘアピン効果と呼ばれる制限があるため、コール、ミーティング、および付随するビデオの機

能は最適化なしでサポートされません。コールとビデオに必要な帯域幅が追加された場合、

データセンターでは、あるユーザーからデータセンターにメディアがフローし、その後に別の

ユーザーにフローするため、ボトルネックが発生します。この最適化されていないメディアパ

スと、デバイススピーカー、マイク、カメラなどの周辺機器に容易にアクセスできないことに

より、理想的なユーザーエクスペリエンスを得ることはできません。

ヘアピン効果の問題を修正するために、WebexアプリVDIプラグインはシスココラボレーショ
ンエクスペリエンスを仮想展開に拡張し、Webexアプリが提供するメッセージング、ミーティ
ング、およびコールの完全な機能をユーザが使用できるようにします。

遅延を減らしてメディアの質を向上するために、VDIプラグインは、シンクライアントエンド
ポイント上のユーザー間でメディアを直接ストリーミングすることでメディアワークフローを

最適化し、シンクライアントマシンのハードウェアを利用してメディア処理を実行します。こ

のメディアパスは、ホストされた仮想デスクトップ（HVD）を通過しません。その結果、VDI
ユーザーは安定したコールとミーティングをフル機能で利用できます。

このアーキテクチャでは、Webexアプリアプリが VDI環境の HVDにインストールされ、必
要な VDIプラグインがユーザのシンクライアント（通常は再利用されたラップトップやデス
クトップなどの軽量のシステム）にインストールされます。
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サポートされている Linux、MacまたはWindowsベースのシンクライアントを使用して、ユー
ザはリモート仮想デスクトップ環境から、HVDのWebexアプリにアクセスします。サポート
されているバージョンのWebexアプリのユーザーは、シンクライアント上のWebexアプリ機
能で、すべての組み込みメッセージング、ミーティング、およびコールを使用できます。さら

に、ユーザーがサポートされるコール機能を使用できるように、Webexアプリ VDIを Unified
CMまたはWebex Calling環境に統合できます。

ユーザにWebexアプリMeetings VDIプラグインをWebexアプリ VDIプラグインとともにイン
ストールさせることで、すべての機能を備えたミーティングエクスペリエンスを展開すること

もできます。

仮想デスクトップ上のWebexアプリでは、クラウドからのコールのシグナリングおよび取得
の設定などの軽量データが引き続き処理されます。

（注）

各リリースの新機能については、リリースノートで詳細を確認してください。

VDI環境の概要

VDIコンポーネント
最適化された仮想環境でWebexアプリを使用するには、次のコンポーネントが必要です。

•接続ブローカー—仮想化プロバイダをシンクライアントに接続するリソースおよび接続マ
ネージャ（Citrix、VMware）。

•ホストされた仮想デスクトップ（HVD）—リモートでWebexアプリを実行する仮想マシ
ン（VM）。

•シンクライアント—ユーザが仮想デスクトップにリモートでサインインするために使用す
るエンドポイント（ロープロファイルまたは再利用されたデスクトップやラップトップな
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ど）。接続ブローカーと VDIプラグインがシンクライアントデバイスにインストールさ
れているため、HVD環境にアクセスできます。

•プラグイン—シンクライアントにインストールされ、HVDリソースではなくユーザデバ
イスにメディア処理をオフロードするために使用されるソフトウェア。WebexアプリVDI
プラグインのサポートされているバージョンは、https://www.webex.com/downloads/
teams-vdi.htmlにあります。

フル機能のミーティングをサポートするには、ユーザはシンクラ

イアントデバイスにWebexアプリ VDIプラグインとWebex
Meetings VDIプラグインの 2つのVDIプラグインをインストール
する必要があります。

（注）

• Webexアプリ—インストールされ、HVDで実行されるアプリ。HVDインストーラでサ
ポートされているバージョンは、https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlで使用で
きます。

環境タイプ

•永続モード—永続的な環境では、ユーザーのローカルオペレーティングシステムの変更
は、ユーザーがサインアウトした後も保持されます。

すべてのユーザ設定は、ローミングデータベース

（spark_roaming_store.db）に存在しています。このデータ
ベースは、メインの db（spark_persistent_store.db）より
はるかに小さいです。

（注）

•非永続モード—非永続的な環境では、ユーザーのローカルオペレーティングシステムの変
更は、ユーザーがサインアウトした後は保持されません。該当するユーザー固有の情報

（ユーザーデータ、プロファイル、および設定）は、ユーザーセッション中にキャッシュ

されます。

非永続的なVDIをご利用のお客様（ユーザがログアウトするごと
に削除されるVDI環境）の場合は、VDIユーザがセッション間に
設定を失わないように、spark_roaming_store.dbを迅速に
バックアップおよび復元できます。

（注）

ローミングデータベースには、AES256を使用して暗号化された、すべてのユーザーのロ
グイン情報および設定が含まれます。VDIをご利用のお客様は、VDIセッションを全体で
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ユーザーのログイン情報および設定が保持されるように、常にローミングデータベースを

バックアップする必要があります。

アーキテクチャ
アーキテクチャ図には、サポートされている既存のコールサービスの展開（UnifiedCM、Webex
Calling、または BroadWorks）を使用した、典型的なWebexアプリ VDI展開に関連するコン
ポーネント、シグナリング、および最適化されたメディアフローが示されています。

各図の左側には、仮想環境を含む企業のネットワークが示されています。この仮想環境では、

仮想データセンターでアプリ、オペレーティングシステム、およびユーザーデータを実行する

ことで、ユーザー側ハードウェアの負荷を軽くします。このフレームワークにより、環境を一

元的な場所から管理し、ユーザーはサポートされているシンクライアントからリモートでアク

セスできます。

企業のネットワークのコンポーネントは、ホストされた仮想デスクトップ（HVD）、Webexア
プリがインストールおよび実行される場所を管理する一元的な環境、およびユーザのシンク

ライアントエンドポイントへの仮想チャネル接続（Cisco HVDAgent経由）で構成されていま
す。

シンクライアントでは、ユーザーはWebex VDIプラグインをインストールし、HVDへの接続
を作成するソフトウェアの 1つである接続ブローカー（Citrixまたは VMware）にサインイン
します。接続ブローカーは、次のような多数のタスクを実行します。

•ユーザ名を検証し、ユーザの接続を提供します。

•ユーザが特定の仮想デスクトップに接続できるようにします。

サインインすると、シンクライアントエンドポイントは、ソフトウェアがシンクライアント自

体にインストールされているかのように、モニタ、キーボード、マウス、USBデバイスなどの
周辺機器を通じてアプリケーションやオペレーティングシステムの操作をシミュレーションし

ます。ユーザーは、このエンドポイントのシンクライアントアプリを使用してリモートサー

バーのWebexアプリにアクセスします。

このアーキテクチャでは、シグナリングとメディアの方向を最適化します。これは、Webexク
ラウドまたは BroadWorksクラウド（右側）とのシグナリングのために、HTTPS、WSS、およ
び SIP経由で通信します。ミーティング（Webexアプリ）およびコール（Unified CM、Webex
Calling、BroadWorks）用の別々のメディアストリームは、SRTPを介して確立されます。

この場合、HVDのWebexアプリを更新する必要があります。新しいバージョンは 2か月ごと
にリリースされ、以前のシンクライアント VDIプラグインとの下位互換性を備えています。
シンクライアントVDIプラグインの新しいビルドも2か月ごとに利用可能になりますが、ユー
ザのシンクライアントで手動により更新する必要があります。利用可能な HVDおよびシンク
ライアントのビルドを入手し、リリースノートでバージョンの互換性の詳細をご覧ください。
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Unified CMを使用したWebex VDI
図 1 : Unified CMを使用したWebexアプリ VDI展開用の企業のネットワークとクラウド接続のコンポーネント

Unified CMおよび Expressways（MRA向け）を使用したWebex VDI
図 2 :モバイルおよびリモートアクセス（MRA）展開を使用したWebexアプリ VDI

図の Expresswayは、モバイルおよびリモートアクセス（MRA）展開を表すために使用されま
す。MRAがWebexアプリ VDIで動作するために、HVDは、通常は DMZで設定されている
Expressway-Eに要求を送信できる必要があります。
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Webex Callingを使用したWebexアプリ VDI
図 3 : Webex Callingを使用したWebexアプリ VDI展開用の企業のネットワークとクラウド接続のコンポーネント
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Webex for BroadWorksを使用したWebex VDI
図 4 : Webex for BroadWorksを使用したWebex VDI

Meetingsを使用したWebexアプリ VDI
図 5 : Meetingsを使用したWebexアプリ VDI展開用の企業のネットワークとクラウド接続のコンポーネント
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フォールバックモード
Webexアプリ VDIフォールバックモードは、VDIが仮想チャネルを確立できない場合に、基
本的な音声コールとビデオコールを短期的にサポートします。フォールバックモードは、標準

コールとコール録音をサポートします。すべての機能セットはサポートされていません。ス

イッチがフォールバックモードになる原因となるサーバまたはネットワークの問題が原因で、

コール品質が低下します。
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第 2 章

VDI向けWebexアプリの環境の準備

• Webexアプリ VDIログインフロー（9ページ）
•ホストされた仮想デスクトップとシンクライアントの要件（11ページ）
• Webexアプリとプラグインの要件（22ページ）
•ヘッドセットの要件（22ページ）
•コールとミーティング向けにサポートされるリアルタイムメディアワークフロー（23
ページ）

•モバイルおよびリモートアクセス（MRA）の要件（25ページ）

Webexアプリ VDIログインフロー
Webexアプリ VDIアーキテクチャは、Webexアプリ for VDIとシンクライアント向けWebex
VDIプラグインの 2つの主要コンポーネントで構成されています。VDIプラグインはシンクラ
イアントにインストールされ、アプリは HVDにインストールされます。

ユーザが仮想ブローカークライアント（Citrix Workspaceアプリまたは VMWareホライズンク
ライアント）を起動すると、ベンダーのソフトウェアが仮想チャネルを開始します。Webexア
プリプラグインとエージェントは、この仮想チャネルを使用して通信します。

この図は、モバイルおよびリモートアクセス（MRA）を介した Unified CMコールとともに展
開された場合に、通常のWebexアプリの使用中にセットアップされる予期されるプロトコル
セッションを示しています。
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図 6 : MRA上の Unified CMを使用したWebex VDIのプロトコルセッション

この図はMRA上のWebexアプリ VDIを示していますが、フローはオンプレミスの VDI展開
と同じです。ただし、MRA上の VDIとは異なり、オンプレミスの展開では、DMZを介して
トラフィックがルーティングされず、すべてのトラフィックが LAN上に存在します。

（注）

1. セッションを開始するには、ユーザはまず仮想ブローカークライアント（Citrix Workspace
Appまたは VMwareホライズンクライアント）を起動し、接続ブローカーに接続してか
ら、HVDまたは仮想アプリケーションを選択します。選択すると、ユーザのシンクライア
ント（物理マシン）とハイパーバイザーでホストされているHVD（仮想マシン）の間に仮
想チャネルが設定されます。

2. ユーザが HVDでWebexアプリを起動すると、Webexは、それが仮想環境にあるかどう
か、および Unified CMが電話サービスに使用されているかどうかを判断します。Unified
CMが有効になっている場合、Webexアプリはteamshvdagent.exeプロセスを開始し、
内部サービスの発見を開始します（内部サービスの発見には、UDS DNS SRVルックアッ
プ、Unified CM認証、ホームクラスタルックアップ、および設定の取得が含まれます）。

3. 次に、WebexアプリクライアントとWebexアプリ VDIプラグインは、仮想チャネルを介
してデータを交換するために使用されるすべての制御ストリームをセットアップします。

これらのチャネルが設定された後、Webexアプリクライアントは音声サービスドメイン情
報をWebexアプリ VDIプラグインに送信します。

4. 次に、Webexアプリ VDIプラグインはサービスの発見を実行します。Webexアプリ VDI
プラグインは、Webexアプリクライアントから送信された音声サービスドメイン情報を参
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照してこれを行います。このシナリオでは、Webexアプリ VDIプラグインマシンが外部
ネットワークから接続しているため、MRA経由で接続する必要があり、VDIプラグイン
は _collab-edge DNS SRVレコードを解決します。サービスの発見が完了すると、Webexア
プリ VDIプラグインは Expressway-E FQDNをWebexアプリクライアントに送信します。

5. Expressway-E FQDNを受信してキャッシュした後、Webexアプリ（HVD）は Expressway-E
FQDNのDNSAレコードルックアップを実行します。単一のNIC展開の場合、このステッ
プは Expressway-Eの IPアドレス（スプリット DNSを使用する内部 IPまたはスプリット
DNSを使用しない外部 IP）を取得します。これは、ポート 8443を介したエッジ構成およ
び SSO認証に使用されます。

Expressway-Eがデュアル NIC展開で設定されている場合、両方のインターフェイスに内部 IP
アドレスを設定できます。この場合、内部インターフェイスは、外部インターフェイス用に構

成されているものの反対です。

（注）

6. エッジの詳細が取得された後、Webexアプリ（HVD）は、UDSおよびTFTP要求のために
Expressway-E IPへの HTTPS接続を確立します。このプロセスを通じて、Webexアプリ
（HVD）は、ソフトフォンデバイス構成、アプリケーションダイヤルルール、ディレク
トリルックアップダイヤルルールなどの構成の詳細を認証および取得します。

7. WebexVDIプラグインは、Expressway-Eの外部 IPアドレスを解決し、Webexアプリ（HVD）
に送信します。前のステップで取得したデバイス情報を使用して、Webexアプリは
Expressway-E外部インターフェイスを介してCSFデバイス（Windowsデスクトップ）の登
録を開始します。

ホストされた仮想デスクトップとシンクライアントの要

件
VDI環境が、サポートされているサーバー（Webexアプリがインストールされているホストさ
れた仮想デスクトップ（HVD））とシンクライアント（Webex VDIプラグインがインストー
ルされているユーザー側デバイス）の要件を満たしていることを確認します。

Hosted virtual desktop;ホストされた仮想デスクトップ
サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

• Microsoft Windows 10

• Windows 365クラウド PC

単一セッションオペレーティ

ングシステム—HVDにインス
トール済み
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サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

• Microsoft Windows Server 2016

• Microsoft Windows Server 2019

• Microsoft Windows Server 2022

マルチセッションオペレー

ティングシステム—HVDにイ
ンストール済み

• Azure Virtual Desktop（AVD、旧称Windows Virtual
Desktop）—Windows 7 EnterpriseおよびWindows 10
Enterprise仮想化を提供

• VMware Cloud（AWSにインストール済み）

マルチセッションクラウド仮

想化サービス
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サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

ホスト仮想デスクトップの接

続ブローカー
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サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

• Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7 CR 2212

• Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7 2203 LTSR CU2

• Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7 1912 LTSR CU6

• XenAppおよび XenDesktop（7.15 LTSR CU9）

•次の製品がサポートされています。

•マルチセッション OSが公開するデスクトップ

• VDIデスクトップ用の単一セッション OS

• Citrixリモート PCセッション

展開で仮想チャネル許可リストポリシーを有効にした場

合は、仮想チャネル名とプロセスパス

（「CSCOTM,C:\Program Files\Cisco

Spark\dependencies\teamshvdagent.exe」）を使用して

Webexアプリ仮想チャネル（CSCOTM）を許可リストに
追加する必要があります。

（注） • Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7
2109以降、「仮想チャネル許可リストポ
リシー」がデフォルトで有効になってい

ます。最適化モードが正しく機能するよ

うに、最初にWebexAppVDIに対してこ
のポリシーを構成（Cisco仮想チャネル
を追加）するか、またはこのポリシーを

無効にします。

• MacOSの場合、現在、WebexアプリVDI
プラグイン 41.12のみがMac用 Citrix
Workspaceアプリ 2111で動作します。

• VMwareホライズンエージェント：

• 7.10～ 7.13（7.13.0～ 7.13.2）

• 8 2006 (8.0)から 8 2212

次の製品がサポートされています。

•共有デスクトップ

•公開済みデスクトップ

•公開済みアプリケーション

仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）向けのWebexアプリの導入ガイド
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サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

• AVD用リモートデスクトップアプリ

直接ダウンロードページからこのアプリの

バージョンを使用する必要があります。

Microsoft Storeのアプリはサポートされてい
ません。

（注）

接続ブローカーは、ホスト仮想デスクトップへの接続を作成

するソフトウェアです。接続ブローカーは、次のような多数

のタスクを実行します。

•ユーザ名を検証し、ユーザの接続を提供します。

•ユーザが特定の仮想デスクトップに接続できるようにし
ます。

Windowsシンクライアント
サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

サポート対象ハードウェア

• 2 GBのインストール済み RAM

• 128 MBの物理メモリ

• 256 MBのディスク容量

•最小 CPUモバイルAMD Sempronプロセッサ 3600 +、2 GHz Intel
Core 2 CPU、または T7400 2.16 GHz

• DirectX 11互換 GPU

•カメラおよび音声デバイス用 USB 2.0ポート

ユーザに仮想背景を使用させたい場合は、仮想背景の要

件を満たす必要があります（Webexアプリ for VDIの場
合、Windowsスタンドアロンアプリと同じ要件がありま
す）。

（注）

サポートされるソフトウェア

次のWindowsバージョンでは、32ビットと 64ビットのアーキテク
チャがサポートされています。

• Microsoft Windows 10

• Microsoft Windows 11（VDIプラグイン 41.12以降）

MicrosoftWindowsベー
スのシンクライアント

ハードウェア
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https://docs.microsoft.com/azure/virtual-desktop/user-documentation/connect-windows-7-10
https://help.webex.com/0p4gb1/
https://help.webex.com/0p4gb1/


サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

サポート対象ハードウェア

インストール済み RAM 2 GB

物理メモリの空き容量 128 MB

空きディスク容量 256 MB

CPUのパフォーマンスは、ビデオの最大解像度に影響します。Windows
Embedded Standardシンクライアントでは、予想される解像度は CPU
によって異なります。

•クアッドコアAMDGX-420CASOC2GHzまたは類似の最大 720p

•デュアルコア AMD G-T56N 1.65 GHzまたは類似の240pまで

• Eden X2 U4200 1 GHzまたは同様の CPUを介したデュアルコア
による音声のみのサポート

これらのハードウェア仕様は、予想される解像度のガイ

ドラインにすぎません。その他の要因は、ビデオの解像

度に影響を与える可能性があります。

（注）

DirectX 11互換 GPU

USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

サポートされるソフトウェア

• Windows 10 IoT Enterprise

Windows Embedded
Standardベースのシン
クライアントハード

ウェア

• Citrix Receiver 4.9以降

• Citrix Workspace app 1808以降

• VMware Horizon View Clientバージョン 5.x

• VMWare Horizonクライアントバージョン 8.x(2103)は、Webex
VDIプラグインバージョン41.4以降からサポートされています。

• Webex VDIプラグインバージョン 41.8以降用 VMWare Horizon
クライアントバージョン 8.x（2106）。

CitrixWorkspaceアプリ
またはVMwareHorizon
クライアント
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Linuxシンクライアント
サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

Ubuntu（64ビット）

• 16.04

• 18.04

• 20.04

シンクライアントOS

Unicon eLux（64ビット）

• 6.5.2000（サポート終了）

• 6.9（サポート終了）

• RP6 2104 LTSR（Webex VDIプラグイン 41.8以降）

HP ThinPro 7.1（サポート終了）

HP ThinPro 7.2, 8.0（64ビット）

• Webexアプリプラグインリリース 41.1以降の SP 13.5以
降

• 41.1より前のWebexアプリプラグインリリースの SP 3.4
～ 12.7

IGEL OS

• 11.04.100以降

WebexVDIプラグインは IGELOSにパッケージ化
されています。このサードパーティの統合のた

め、テクニカルサポートについては IGELに問い
合わせる必要があります。詳細については、サ

ポートされているリリースの IGELOSドキュメン
トを参照してください。リリースノートの「コン

ポーネントバージョン」のセクションには、統合

およびサポートされているWebexVDIプラグイン
のバージョンが記載されています。OSインストー
ルパッケージのコピーを入手するには、ソフト

ウェアダウンロードのページを参照してくださ

い。

（注）
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https://kb.igel.com/igelos-11.04/en/igel-os-release-notes-32871635.html
https://kb.igel.com/igelos-11.04/en/igel-os-release-notes-32871635.html
https://www.igel.com/software-downloads/workspace-edition/
https://www.igel.com/software-downloads/workspace-edition/


サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

Dell Wyse ThinOS

• ThinOS 9.3

• 9.1（リリースノート）

Webex VDIプラグインの特定のバージョンは、
Dell Wyse ThinOSでサポートされています。この
サードパーティの統合のため、テクニカルサポー

トについては Dellに問い合わせる必要がありま
す。詳細については、サポートされているリリー

スのDell Wyse ThinOSドキュメントを参照してく
ださい。リリースノートの「サポートされている

パッケージ」のセクションには、サポートされて

いるWebexVDIプラグインのバージョンが記載さ
れています。OSインストールパッケージのコピー
を入手するには、ソフトウェアダウンロードの

ページを参照してください。

（注）

10ZiGゼロクライアントシンクライアント

Webex VDIプラグインの特定のバージョンは、
10ZiGゼロクライアントシンクライアントでサ
ポートされています。このサードパーティの統合

のため、テクニカルサポートについては 10ZiGに
問い合わせる必要があります。詳細については、

特定のシンクライアントの 10ZiGページを参照し
てください。

（注）

Stratodesk NoTouch OS

Webex VDIプラグインの特定のバージョンは、
Stratodesk NoTouch OSでサポートされています。
このサードパーティの統合のため、テクニカルサ

ポートについては Stratodeskに問い合わせる必要
があります。詳細については、サポートされてい

るリリースの StratodeskNoTouchOSマニュアルを
参照してください。

（注）
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https://dl.dell.com/topicspdf/thinos_9_1_rn_en-us.pdf
https://www.dell.com/support/home/en-us/product-support/product/wyse-thinos-maintenance/docs
https://www.dell.com/support/home/product-support/product/wyse-3040-thin-client/drivers
https://www.dell.com/support/home/product-support/product/wyse-3040-thin-client/drivers
https://www.10zig.com
https://www.stratodesk.com/kb/Main_Page


サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

シンクライアントの最小ハードウェア要件は次のとおりで

す。

• CPU：任意の 64ビット x86 CPU。

•メモリ：2GBのメモリ、オペレーティングシステムで使
用するために少なくとも 1GBの空き容量。

•ストレージ：インストールのための 2GB以上の内部スト
レージ。

•グラフィック：Intel、ATI/AMD、または Nvidia。グラ
フィックカードが認識されない場合は、パフォーマンス

が制限された VESAモードを使用できます。

•音声：音声のサポートはオプションです。

•ネットワーク：認識されている有線または無線ネットワー
クアダプタ。

• USB：HPは2.0、3.0、またはUSB-C高性能フラッシュド
ライブを推奨しています

ユーザに仮想背景を使用させたい場合は、仮想背

景の要件を満たす必要があります（Webexアプリ
for VDIの場合、Windowsスタンドアロンアプリ
と同じ要件があります）。

（注）

Ubuntu/Thinproシンクライアン
トハードウェア

ハードウェアの最小要件

次のシステムプロパティにより、基本的な eLuxRP6の機能を
使用できます。

•プロセッサ：x86、1 GHz（2 CPU）、64ビット対応

• RAM：2 GB

• HDD：2 GB

• GPU：AMDまたは Intelグラフィックチップセット

• I/Oポート：USB 2.0

ユーザに仮想背景を使用させたい場合は、仮想背

景の要件を満たす必要があります（Webexアプリ
for VDIの場合、Windowsスタンドアロンアプリ
と同じ要件があります）。

（注）

eLux RP 6シンクライアント
ハードウェア
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https://help.webex.com/article/80jduab/Use-a-virtual-background-in-the-Webex-Meetings-suite#id_138414
https://help.webex.com/article/80jduab/Use-a-virtual-background-in-the-Webex-Meetings-suite#id_138414
https://help.webex.com/0p4gb1/
https://help.webex.com/0p4gb1/


サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

• HP T640

• HP T740

• HP mt32

• HP mt45

• HP mt46

• HP t730

• Dell Optiplex 7060

• Lenovo ThinkCentre M710q

• Dell 3040*—eLux 6.5

• Dell 5060*—eLux 6.5

• Dell 5070*—eLux 6.5

• Dell Z50Q*—eLux 6.5

• HP T430*—Thinpro 7.1 / eLux 6.5

• HP T520*—Thinpro 7.1 / eLux 6.5

• HP T530*—Thinpro 7.1 / eLux 6.5

• HP T630*—Thinpro 7.1 / eLux 6.5

• HP mt21*—Thinpro 7.1 / eLux 6.5

*ハードウェア要件に基づき、これらのデバイスは仮想背景での使用はお勧めしま
せん。詳細については、仮想背景の要件を参照してください（Webexアプリ for
VDIの場合、Windowsスタンドアロンアプリと同じ要件があります）。

テスト済みの推奨デバイス

• Citrix Receiver 4.9以降

• Citrix Workspace app 1808以降

• VMware Horizon View Clientバージョン 5.x

• Webex VDIプラグインバージョン 41.4以降用 VMWare
Horizonクライアントバージョン 8.x（2103）。

• Webex VDIプラグインバージョン 41.8以降用 VMWare
Horizonクライアントバージョン 8.x（2106）。

Citrix Workspaceアプリまたは
VMware Horizonクライアント
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macOSシンクライアント
サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

サポート対象ハードウェア

•最小 CPU：Apple M2チップまたは Intel Core 2 Duoプロセッサ

• 2 GBのインストール済み RAM

• 1 GBの物理メモリ

• 300 MBのディスク容量

•カメラおよび音声デバイス用 USB 2.0ポート

次のいずれの Appleハードウェアの Intel Core 2 Duoもしくはそれ以降の
プロセッサ

• iMac Pro

• MacBook Pro

• MacBook

• MacBook Air

• iMac

• Mac Mini

ユーザに仮想背景を使用させたい場合は、仮想背景の要件を

満たす必要があります（Webexアプリ for VDIの場合、
Windowsスタンドアロンアプリと同じ要件があります）。

（注）

サポートされるソフトウェア

Webexアプリ VDIプラグインは、次の macOSバージョンでサポートさ
れています。

• VDIプラグインリリース 42.12以降の Ventura（13.x）

• VDIプラグインリリース 41.12以降のMonterey（12.x）

• Big Sur（11.x）

• Catalina（10.15）

MacOSベースのシ
ンクライアント

ハードウェア
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サポートされるプラットフォームVDIコンポーネント

•バージョン 42.10以降、Webexアプリ VDIプラグインは Citrix
Workspaceアプリと macOS用の VMware Horizon Clientの両方をサ
ポートします - Appleシリコン（M1シリーズ）を搭載したMacのネ
イティブサポート。

• Citrix Workspace app 2008以降

macOSの場合、現在、Webexアプリ VDIプラグイン
41.12のみがMac用 Citrix Workspaceアプリ 2111で動作
します。

macOSプラグインは、CitrixWorkspaceアプリ 21.08また
は 21.08.1では機能しません。

（注）

• VMware Horizon View Clientバージョン 7（5.x）および 8

VMwareホライズンクライアントをインストールまたはアッ
プグレードする場合は、WebexアプリVDIプラグイン（バー
ジョン 41.12まで）をデプロイする前に、一度クライアント
を起動することをお勧めします。詳細については、Session
Enhancement SDKを使用したサードパーティのMacプラグイ
ンのロードを参照してください。

（注）

Citrix Workspaceア
プリまたはVMware
Horizonクライアン
ト

Webexアプリとプラグインの要件
•次から、Webexアプリ（HVDにインストール）およびWebexアプリプラグイン（ユーザ
のシンクライアントマシンにインストール）の必要なインストールビルドを取得します。
https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.html

•リリースノートに概要が記載されているとおり、下位互換性がサポートされていますが、
可能な場合は最新バージョンのインストールビルドを使用することをお勧めします。

• VDIユーザーは通常、自分のマシンに対する管理者権限を有しておらず、プラグインは管
理者権限を必要としません。ただし、ユーザが Outlookとの統合を必要とする場合は、
「MicrosoftOutlookにおけるユーザのステータスの表示の有効化」の説明に従って、オフィ
ス統合 .dllファイルを登録する必要があります。

ヘッドセットの要件
Webexアプリ VDIでは、特に明記されていない限り、スタンドアロンWebexアプリと同じ
ヘッドセットをサポートしています。詳細については、「ヘッドセットサポートに関する詳

細」を参照してください。
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https://help.webex.com/ntp1us7/
https://help.webex.com/gk4yog/
https://help.webex.com/nrivbbab/
https://help.webex.com/nrivbbab/


コールとミーティング向けにサポートされるリアルタイ

ムメディアワークフロー
Webexアプリ VDIは、次のリアルタイムメディアワークフローをサポートしています。

• Webexでのコール（アプリに組み込まれています）

• Unified CM

• Webex Calling

• BroadWorks版Webex

• Webex Meetings

サポートされているコールサービスとWebexMeetingsを統合するには、これらのソリューショ
ンのドキュメントに記載されている設定手順に従う必要があります。オプションを選択してか

ら、そのセクションにリンクされているドキュメントを参照してください。

Unified CMの要件
Webexアプリ VDIユーザー向けのコールサービスとして Unified CMを使用する場合は、導入
ガイドを使用して必要な設定手順を実行します。ドキュメントには、サービスの概要、前提条

件、および展開手順が記載されています。

コールを会議に移動する

この機能をサポートするには、UnifiedCMコール展開が正しく設定されていることを確認して
ください。

さらに、ミーティングへのオフロードがサポートされるように、VDI構成（FullFeaturedMeetings
の要件（25ページ））が適切に設定されていることを確認してください。

モバイル＆リモートアクセス（MRA）

モバイルおよびリモートアクセス（MRA）がサポートされています。サポートされる VDI展
開では、Expressway MRAドキュメントの標準MRA展開手順に従うとともに、次の点に留意
してください。

• VDIサポートの詳細については、モバイルおよびリモートアクセス（MRA）の要件（25
ページ）を参照してください。

• X12.7以降を実行する必要があります。

•デュアル NICの展開がサポートされています。HVDから Expressway-Eの外部 IPアドレ
スと内部 IPアドレスの両方への接続が確実に存在しているようにする必要があります。
HVDと Expressway-Eの外部 IPの間に NATを追加する必要があります。
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/telepresence-video-communication-server-vcs/products-installation-and-configuration-guides-list.html


Webex Callingの要件
Webexアプリ VDIユーザー向けのコールサービスとしてWebex Callingを使用する場合は、以
下のドキュメントのリンクを使用して必要な設定手順を実行します。ドキュメントには、サー

ビスの概要、前提条件、および展開手順が記載されています。

ご利用の HVDが IPv4および IPv6をサポートしている場合は、Webex Callingとの互換性の問
題を防ぐために、ご利用の HVD環境で IPV6を無効にすることをお勧めします。

（注）

Control Hubの構成（パートナーおよび管理者）

Control Hubでは、Webex Callingに対応した組織内の設定、機能、デバイス、およびユーザー
をプロビジョニングおよび設定できます。Control Hubで特定の構成手順を開始する前に、前
提条件とポートの参照資料に従って、ご利用の環境でWebex Callingがサポートされているこ
とを確認してください。組織でWebex Callingが利用できるように、次の情報を記載されてい
る順序でご利用ください。

• Webex Calling用の環境の準備

• Webex Calling用ポートの参考資料

•組織用Webex Callingの構成

• IOS-XEでの Local Gatwayの設定（Webex Calling用）

• Webex Calling向けの Unified CMの設定

• Webex Calling機能の構成

• Webex Callingユーザーの構成と管理

• Webex Callingデバイスの構成と管理

•導入傾向と使用状況レポート

Webex for BroadWorksの要件
VDI環境のWebexアプリは、Webex forBroadWorksをサポートしています。Webex forBroadWorks
は、Webexに BroadWorks Callingを統合するオファーです。サブスクライバは、1つのアプリ
ケーション（Webexアプリ）を使用して、両方のプラットフォームによって提供される機能を
利用します。

Webex for BroadWorksに関する一般情報については、『Webex for BroadWorksソリューション
ガイド』を参照してください。

（注）
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Full Featured Meetingsの要件
Webexアプリ VDI for Full Featured Meetingsを展開する場合は、次の点に注意してください。

•ホストされた仮想デスクトップ（HVD）にWebexアプリをインストールします。

Azure Virtual Desktop（AVD）は、全機能を備えた会議の展開をサ
ポートしていません。

（注）

•お客様またはお客様のユーザは、次のいずれかをインストールする必要があります。

• 2つの個別の VDIプラグイン：1つはWebexアプリ（隔月リリース）用で、もう 1つ
はWebex Meetings（毎月リリース）用です。

•オールインワンVDIプラグイン（WindowsおよびMacシンクライアントでサポート、
隔月リリース）

• 2つの個別の VDIプラグインをインストールする場合：両方の VDIプラグインは、異な
る更新スケジュールに従います。最新の特徴と機能を確実に利用できるようにするため

に、最新リリースを使用することを推奨します。プラグインは自動更新されません。ま

た、HVDのWebexアプリやWebex Meetingsデスクトップアプリとは異なるリリースサ
イクルに従います。お客様またはお客様のユーザーは、最新バージョンのインストールを

管理する必要があります。下位互換性に関する情報については、以下のリンクを参照して

ください。

• WebexアプリVDI—[「バージョンサポート（VersionSupport）]」をクリックします。

• Webex Meetings VDI—「[Webex Meetingsデスクトップアプリとシンクライアントプ
ラグインの互換性（Compatibility between the Webex Meetings Desktop App and the Thin
Client Plugin）]」までスクロールします。

WebexMeetingsVDIプラグインのインストール手順については、シンクライアントシステムに
おけるWebex Meetings VDIプラグインのインストール（44ページ）を参照してください。

モバイルおよびリモートアクセス（MRA）の要件

前提条件

• MRAのトラバーサルペアがWebex VDIと連携するには、少なくとも Expressway X12.7を
実行する必要があります。ルーティングの問題を回避するには、以前のバージョンをX12.7
以降にアップグレードする必要があります。

• HVD環境のWebex、外部インターフェイス、および Expressway（デュアル NIC展開）の
内部インターフェイスの間に接続が確実に存在しているようにします。
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Webexアプリ VDIワークフローを使用したMRA
Webex VDIワークフローを使用したMRAの詳細については、Webexアプリ VDIログインフ
ロー（9ページ）を参照してください。

デュアル NICに関する考慮事項
Expressway-Eデュアル NIC展開でMRAを介してWebexアプリ VDIを展開する場合は、これ
らの設計上の考慮事項に留意してください。

•静的ルート—Expressway-Eのデフォルトゲートウェイを確認します。通常、これは外部イ
ンターフェイスの IPサブネットのデフォルトゲートウェイです。Expresswayのデフォル
トゲートウェイ構成を確認したら、HVDマシンに使用される IPサブネットのExpressway-E
に静的ルートを追加する必要があります。

静的ルートは、Expressway-Eの内部インターフェイスから HVDサブネットにトラフィッ
クを送信します。HVDから Expressway E内部インターフェイスに送信されるUDSおよび
TFTPconfigクエリーのため、この設定が必要です。UnifiedCMが要求に応答すると、HVD
サブネットへの静的ルートが存在しない場合、Expressway-Eはデフォルトゲートウェイを
介して応答を送信します。

• NAT移行—HVDから Expressway-E外部インターフェイスへの SIPトラフィックは、ルー
ティングの問題を回避するために、Expresswayに到達する前にソース IPを変更する必要
があります。NATはこの問題に対処します。NAT移行は、HVDと Expressway-Eの間の
パスであるネットワークデバイスに配置する必要があります。

DNS構成

内部 DNS

•デュアル NICの展開の場合、内部インターフェイスの IPアドレスに解決する FQDNを使
用して Expressway-Eアドレスを指定できます。分割 DNSを使用すると、必要に応じて、
パブリックDNSで利用可能になっているのと同じ FQDNを使用できます。分割DNSを使
用しない場合は、別の FQDNを使用する必要があります。

ルーティングの問題を回避するには、HVDから Expressway-E外部インターフェイスへの
SIPトラフィックで、Expresswayに到達する前にソース IPを変更する必要があります。
HVDとExpressway-Eの間にあるネットワークデバイスでNAT変換を設定する必要があり
ます。

•静的 NATを使用する単一の NICの場合、パブリック IPアドレスに解決する FQDNを使
用してExpressway-Eアドレスを指定する必要があります。この設定は、外部ファイアウォー
ルが HVDのWebexアプリから Expressway-Eの外部 FQDNへのトラフィックを許可する
必要があることも意味します。この設計は NATリフレクションと呼ばれており、一部の
ファイアウォールではサポートされていない場合があります。

仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）向けのWebexアプリの導入ガイド
26

VDI向けWebexアプリの環境の準備

Webexアプリ VDIワークフローを使用したMRA



•内部DNSは、WebexアプリがUnifiedCMを検出できるように、_cisco-uds._tcp.<domain>

SRVレコードを使用して設定する必要があります。

パブリック DNS

エンドポイントがMRAに使用するExpressway-Eを検出できるようにするため、パブリックの
外部 DNSは、_collab-edge._tls.<domain> SRVレコードで設定する必要があります。

ファイアウォール構成

内部と外部両方のファイアウォールは、HVDのWebexアプリから Expressway-Eへの以下の
アウトバウンド接続を許可する必要があります。

• SIP：TCP 5061

• HTTPS：TCP 8443

外部のファイアウォールは、ユーザシンクライアントから Expresswayへの以下のインバウン
ド接続を許可する必要があります。

•メディア：UDP 36002〜59999
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第 3 章

VDI向けWebexアプリの概要

• Webexアプリ VDI導入タスクのフロー（29ページ）
•ホストされた仮想デスクトップの構成とWebexアプリのインストール（31ページ）
• Webexアプリ向けの Azure Virtual Desktopの設定（35ページ）
• Control HubにおけるWebexアプリ向けの VDI最適化の設定（36ページ）
• WindowsシンクライアントシステムにおけるWebexアプリ VDIプラグインのインストー
ル（36ページ）

• LinuxシンクライアントシステムにおけるWebexアプリ VDIプラグインのインストール
（39ページ）

• macOSシンクライアントシステムにおけるWebexアプリ VDIプラグインのインストール
（41ページ）

•シンクライアントシステムにおけるWebex Meetings VDIプラグインのインストール（44
ページ）

• VDI向けWebexアプリの既知の問題と制限（46ページ）

Webexアプリ VDI導入タスクのフロー
これらの手順では、VDI環境にWebexアプリを展開する方法について説明します。この手順
には、ホストされた仮想デスクトップ（HVD）環境で実行する必要があることと、ユーザがシ
ンクライアントで実行する必要があることが含まれます。

始める前に

VDI向けWebexアプリの環境の準備（9ページ）

Webexアプリ VDIユーザが組織内のコール機能にアクセスする場合は、「環境の準備」の章
の手順を使用して、に VDIを展開する前にコールサービス（Unified CM、Webex Calling、
BroadWorks）を展開する必要があります。

重要
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手順

目的コマンドまたはアクション

シンクライアントデバイスからリモートでWebexア
プリアクセスするユーザのための準備を整えるに

次のいずれかのタイプのホストされた仮想デスク

トップを構成します。

ステップ 1

は、中央集中型のホストされた仮想デスクトップ•ホストされた仮想デスクトップの構成とWebex
アプリのインストール（31ページ） （HVD）環境にWebexアプリをセットアップしま

す。
• Webexアプリ向けの Azure Virtual Desktopの設
定（35ページ）

Control Hubでは、組織レベルの設定を使用して、
VDIの最適化とWebexアプリユーザーの検出を有

Control HubにおけるWebexアプリ向けの VDI最適
化の設定（36ページ）

ステップ 2

効または無効にできます。デフォルトでは、設定は

有効になっています。

Webexアプリを中央の HVD環境にインストールし
たら、次に、ユーザにシンクライアントデバイスに

次のプラットフォームのシンクライアントマシンに

Webexアプリ VDIプラグインをインストールしま
す。

ステップ 3

WebexアプリVDIプラグインをインストールしても
らいます。シンクライアントは通常、軽量または用• Windows—Windowsシンクライアントシステム

におけるWebexアプリ VDIプラグインのイン
ストール（36ページ）

途変更されたコンピュータで、Webexアプリがホス
トされる中央集中型の HVDサーバーとのリモート
接続をユーザーが確立するために使用します。サ

• Linux—Linuxシンクライアントシステムにおけ
るWebexアプリ VDIプラグインのインストー
ル（39ページ）

ポートされるプラットフォーム用のシンクライアン

トプラグインは、https://www.webex.com/downloads/
teams-vdi.htmlで利用できます。

• macOS—macOSシンクライアントシステムにお
けるWebexアプリVDIプラグインのインストー
ル（41ページ）

Webexアプリとの完全な機能を備えた会議の場合、
お客様またはお客様のユーザは、シンクライアント

（任意）シンクライアントシステムにおけるWebex
Meetings VDIプラグインのインストール（44ペー
ジ）

ステップ 4

に 2つの個別のVDIプラグインをインストールする
必要があります。前の手順ですでにインストールさ

れているWebexアプリ VDIプラグインに加えて、
同じマシンにWebexMeetings VDIプラグインもイン
ストールする必要があります（HVDにWebexアプ
リをインストールする必要のみがあります）。
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ホストされた仮想デスクトップの構成とWebexアプリ
のインストール

シンクライアントデバイスからリモートでWebexアプリアクセスするユーザのための準備を
整えるには、中央集中型のホストされた仮想デスクトップ（HVD）環境にWebexアプリをセッ
トアップします。

始める前に

•「VDI向けWebexアプリの環境の準備（9ページ）」のすべての前提条件に従います。

WebexアプリVDIユーザーが組織内のコール機能にアクセスする
場合は、VDIを展開する前にコールサービス（UnifiedCM、Webex
Calling、BroadWorks）を展開する必要があります。

重要

•このセクションでは、既存のHVD環境へのWebexアプリのインストール方法についての
み説明します。HVDの展開のベストプラクティスについては、CitrixまたはVmwareのド
キュメントを参照してください。

ステップ 1 ドメイン管理者権限を使用して、新しいユーザーとしてMicrosoft Windows HVDにサインインします。

ステップ 2 HVDを企業ドメインに参加させます。

ステップ 3 HVDsへの Citrixまたは VMwareアクセスをセットアップします。

ステップ 4 組織にサイト固有のWebexアプリを含むダウンロードサイトがある場合は、そのサイトにアクセスして組
織固有のバージョンをダウンロードします。それ以外の場合は、汎用バージョンでは、https://www.webex.com/
downloads/teams-vdi.htmlに移動し、HVDインストーラで、システムアーキテクチャに応じて、HVDの
Webexアプリビルドをダウンロードします。

• Windows 32ビット
• Windows 64ビット

ステップ 5 管理者権限を使用して、これらのコマンドと引数を使用してアプリを HVDにインストールします（これ
らの例では、c:\users\[username]\Downloads\Webex.msiのダウンロードディレクトリ（「username」
はサインインしているユーザの名前です）および自動検出VDIスイッチ（ENABLEVDI=2）を使用します）。

•自動アップグレードが有効：

•自動アップグレードが有効になっている永続的な VDI設定の VDIクライアント—msiexec /i

c:\users\[username]\Downloads\Webex.msi ALLUSERS=1 ENABLEVDI=2 AUTOUPGRADEENABLED=1

•自動アップグレードが有効になっている非永続的な VDI設定の VDIクライアント—msiexec /i

c:\users\[username]\Downloads\Webex.msi ALLUSERS=1 ENABLEVDI=2 AUTOUPGRADEENABLED=1

ROAMINGENABLED=1
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自動アップグレードを使用する場合は、Control Hub組織を低速チャネルに移動することを
お勧めします。詳細については、本ガイドの「アップグレードの管理」を参照してくださ

い。

（注）

•自動アップグレード無効：

•自動アップグレードが無効になっている永続的な VDI設定の VDIクライアント—msiexec /i

c:\users\[username]\Downloads\Webex.msi ALLUSERS=1 ENABLEVDI=2 AUTOUPGRADEENABLED=0

•自動アップグレードが無効になっている非永続的な VDI設定の VDIクライアント—msiexec /i

c:\users\[username]\Downloads\Webex.msi ALLUSERS=1 ENABLEVDI=2 AUTOUPGRADEENABLED=0

ROAMINGENABLED=1

VDI環境へのWebexアプリのインストール時に使用できる引数の説明については、次の表を参照してくだ
さい。

ステップ 6 HVDイメージを複製します。

MicrosoftWindowsHVDイメージのクローンを作成するためのベストプラクティスの詳細については、Citrix
または VMware製品のドキュメントを参照してください。

次のタスク

ユーザ設定とその保存方法については、ユーザ設定（35ページ）を参照してください。

インストール引数、説明、および必要な権限

VDI環境へのWebexアプリのインストール時に使用できる引数の説明については、次の表を
参照してください。

管理

者イ

ンス

トー

ル権

限が

必要

注意事項引数

✓c:\programファイルにWebexアプリをインストー
ルします。これは、共有環境（通常は非永続的

VDI）で役立ちます。

この引数が指定されていない場合は、Webexアプ
リは%LocalAppData%\Programs\Cisco Sparkにイン
ストールされます。

ALLUSERS=1
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管理

者イ

ンス

トー

ル権

限が

必要

注意事項引数

✓0 の値は、Webexアプリが VDI環境で更新をダウ
ンロードしないようにします。アップグレードを

手動で維持する場合は、このオプションを使用し

ます。https://www.webex.com/downloads/
teams-vdi.htmlのWebexアプリVDIのダウンロード
ページに提供されているバージョンを使用します。

この引数は、VDIではない環境に影響を与えませ
ん。

値が 1の場合、HVDでWebexアプリの自動アップ
グレードが許可されます。このオプションを使用

する場合は、組織が低速チャネル用に構成されて

いることを確認してください。

この引数はALLUSERS=1で指定する必要があります。

それ以外の場合、AUTOUPGRADEENABLED引数は無視さ

れます。

AUTOUPGRADEENABLED=0

AUTOUPGRADEENABLED=1

✓最適化された VDIソリューションを制御します。
（公式にサポートされています。）

1は、最適化された VDIモードを強制します。 2

は、環境検出を使用して自動的に最適化されたVDI
モードを有効にします。

ENABLEVDI=1

ENABLEVDI=2

✓バンドルインストーラのみ。Webexアプリのバン
ドルコンポーネントをインストールする際に、バー

ジョンがサイトのバージョンと互換性がある場合、

この引数を使用すると、会議の参加に使用するア

プリのバージョンをロックできます。

FORCELOCKDOWN=LockWhenCompatible

FORCELOCKDOWN=NeverUpdate

✓INSTALLWV2コマンドラインパラメータを使用して

Webexアプリをインストールしているとき、
MicrosoftのWebView2組み込みブラウザをインス
トールします。Webexの適切な動作には、
WebView2が必要です。

WebexアプリとWebView2の要件の詳細について
は、Webexアプリ | WebView2要件を参照してくだ
さい。

INSTALLWV2=1

仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）向けのWebexアプリの導入ガイド
33

VDI向けWebexアプリの概要

インストール引数、説明、および必要な権限

https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.html
https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.html
https://help.webex.com/article/wlgw73/
https://help.webex.com/article/wlgw73/
https://help.webex.com/en-us/nzpgci2/


管理

者イ

ンス

トー

ル権

限が

必要

注意事項引数

✓この引数が指定されている場合、ローミングデー

タベース（spark_roaming_store.db）がユー
ザのローミングディレクトリ（AppData\Roaming）
に保存されます。それ以外の場合、ローミングデー

タベースは AppData\Localに保存されます。

この引数はALLUSERS=1で指定する必要があります。

それ以外の場合、ROAMINGENABLED引数は無視されま

す。

詳細については、「ユーザ設定（35ページ）」を
参照してください。

ROAMINGENABLED=1

インストールの比較

ユーザーが Citrix環境にいて、シンクライアントがインストールされていないか、仮想チャネ
ルが切断されている場合があります。非仮想Webexアプリインストールへのフォールバック
を使用して、このシナリオをサポートします。このモードでは、ビデオの質が影響を受ける可

能性がある旨の警告がアプリに表示されます。仮想チャネルが接続されると、アプリは VDI
モードに変更できます。

次の表を使用して、さまざまなインストールの組み合わせと、Unified CM、Webex Calling、お
よびWebexアプリにおけるコールについてのメディア最適化への影響を理解します。

コール -Webexアプリコールサービス対応ユー

ザ

シンクライアントプ

ラグイン

HVD VDI引数

メディアが最適化されま

せん

メディアが最適化されま

せん

インストールされて

いません

ENABLEVDI=0

メディアが最適化されま

せん

メディアが最適化されま

せん

インストール済みENABLEVDI=0

サポート対象の展開。メ

ディアが最適化されます

サポート対象の展開。メ

ディアが最適化されます

インストール済みENABLEVDI = 1 *

ENABLEVDI = 2
**

最適化されていないメ

ディアへのフォールバッ

ク

最適化されていないメ

ディアへのフォールバッ

ク

インストールされて

いません

ENABLEVDI = 1 *

ENABLEVDI = 2
**
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*この引数は、VDI環境を自動的に検出しません。

**この引数は、VDI環境を自動的に検出します。

ユーザ設定

すべてのユーザ設定は、ローミングデータベース（spark_roaming_store.db）に存在して
います。このデータベースは、メインのdb（spark_persistent_store.db）よりはるかに
小さいです。

非永続的な VDIをご利用のお客様（ユーザがログアウトするごとに削除される VDI環境）の
場合は、VDIユーザがセッション間に設定を失わないように、Appdata\Roaming\CiscoSpark
を迅速にバックアップおよび復元できます。

ローミングデータベースには、AES256を使用して暗号化された、すべてのユーザーのログイ
ン情報および設定が含まれます。VDIをご利用のお客様は、VDIセッションを全体でユーザの
ログイン情報および設定が保持されるように、常に前記のフォルダをバックアップする必要が

あります。

ローミングデータベースを復号化するには、VDIセッション間で次のフォルダも同期する必要
があります。

• AppData\Roaming\Microsoft\Credentials

• AppData\Roaming\Microsoft\Crypto

• AppData\Roaming\Microsoft\Protect

• AppData\Roaming\Microsoft\SystemCertificates

Webexアプリ向けの Azure Virtual Desktopの設定
次の概要レベルの手順を実行して、Azure Virtual Desktop（旧称Windows Virtual Desktop）に新
しいWindows環境を展開します。AVDは、クラウドで管理される VDIソリューションです。
ユーザは仮想化されたWindows環境を通じてWebexアプリにアクセスします。

始める前に

このソリューションには、Microsoft Azureのサブスクリプションが必要です。

TenantCreatorロールを持つユーザーアカウントが必要です。

ユーザーアカウントは、Azure Active Directoryに同期する必要があります。

ステップ 1 Azure管理ポータルで展開手順を実行して、ホストプール、仮想マシン、および関連する設定を作成しま
す。

ホストプールは、類似のサービスを提供する VMのコレクションです。Azureは、仮想環境の準備ができ
たことを示します。
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ステップ 2 Windowsクライアントを使用して、ユーザーがホストプールにアクセスできるかどうかをテストします。

特定の展開手順については、AVDの使用を開始するためのMicrosoftのドキュメントを参照してください。

Control HubにおけるWebexアプリ向けのVDI最適化の設
定

この設定は組織全体に適用されます。サーバーレベルでの展開に影響するインストールパラ

メータとは異なります。

（注）

ステップ 1 https://admin.webex.comのカスタマービューから、[管理（Management）] > [組織設定（Organization
Settings）]に移動し、[VDI for Webexアプリ]までスクロールします。

ステップ 2 設定を選択します。

• [オンに切り替える（Toggled on）]（デフォルト）—この設定を使用して、最適化されたVDIソリュー
ションを有効にします。メディアパスは、VDIアーキテクチャ用に最適化されています。

• [オフに切り替える（Toggled off）]—最適化されていない VDIソリューションを使用するには、この
設定を使用します。メディアパスは、VDIアーキテクチャ用に最適化されていません。

WindowsシンクライアントシステムにおけるWebexアプ
リ VDIプラグインのインストール

Webexアプリを中央のHVD環境にインストールしたら、次に、ユーザにシンクライアントデ
バイス（Webexアプリインストーラ（msiファイル）またはWebexアプリとWebex Meetings
オールインワンインストーラ（exeファイル））にWebexアプリVDIプラグインをインストー
ルしてもらいます。シンクライアントは通常、軽量または用途変更されたコンピュータで、

Webexアプリがホストされる中央集中型のHVDサーバーとのリモート接続をユーザーが確立
するために使用します。サポートされるプラットフォーム用のシンクライアントプラグイン

は、https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlで利用できます。

ユーザ用の VDIプラグインをインストールできない場合は、シンクライアントデバイスでこ
れらの手順を実行してもらいます。
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始める前に

• Linux用WebexアプリVDIプラグインでサポートされているプラットフォームのリストに
ついては、Windowsシンクライアント（15ページ）を参照してください。

• VMwareを使用して 32ビットまたは 64ビット環境を実行している場合は、VMware環境
に一致する VDIクライアントをダウンロードしてインストールしてください。

• Webexアプリは、中央の HVD環境にインストールする必要があります。

手順

•スタンドアロンWebexアプリ専用 VDIプラグイン（隔月リリース）の場合：

a) https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlに移動し、[Webexアプリ VDIプラグ
インインストーラ（Webex app VDI Plugin Installer）]の下で、シンクライアントシス
テム用のWebexアプリビルドをダウンロードします。

• Windows 32ビット

• Windows 64ビット

b) ダウンロードした msiファイルをダブルクリックします。

c) 実行可能ファイルを開くには、[ OK]をクリックします。
d) EULAを読み、同意する場合は、[同意してインストール (Accept And Install)]をクリッ
クします。

https://www.cisco.com/go/eula

e) インストールを完了するには、[完了（Finish）]をクリックします。
f) （任意）お客様またはユーザがフル機能のミーティング用に 2つのプラグインを手動
でインストールしている場合は、シンクライアントシステムにおけるWebex Meetings
VDIプラグインのインストール（44ページ）の手順に従ってください。

•バンドルされたWebexアプリおよびWebex Meetings VDIプラグインの場合：

このインストーラには、WebexアプリとWebex Meetings VDIプラグインが 1つのパッケージ
として含まれています。バージョン番号はダウンロードページで確認できます。スタンドアロ

ンプラグインとしてのWebex Meetings VDIは毎月リリースされますが、このバンドルされた
プラグインインストーラは隔月リリースです。

（注）

a) https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlに移動し、[バンドル VDIプラグイン
インストーラ（Bundled VDI Plugin Installer）]の下で、シンクライアントシステム用
のWebexアプリとWebex Meetingsのオールインワンビルドをダウンロードします。

• Windows 32ビット

• Windows 64ビット
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b) ダウンロードした exeファイルをダブルクリックします。

c) 実行可能ファイルを開くには、[ OK]をクリックします。
d) インストーラに含まれるプラグインのバージョンが記載されているウェルカム画面を
読み、[次へ（Next）]をクリックします。

e) EULAを読み、同意する場合は、[同意する（I agree））]をクリックして、[インス
トール（Install）]をクリックします。

https://www.cisco.com/go/eula

f) [Finish]をクリックして、セットアップウィザードを終了します。

次のタスク

Webexアプリがユーザーのために正常に機能するには、ダウンロードサイトの公式シンクラ
イアントプラグインを使用する必要があります。確認のために、正常性チェックは仮想チャネ

ルの接続状態を表示します。

（注）
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LinuxシンクライアントシステムにおけるWebexアプリ
VDIプラグインのインストール

Webexアプリを中央のHVD環境にインストールしたら、次に、ユーザにシンクライアントデ
バイスにWebexアプリ VDIプラグインをインストールしてもらいます。シンクライアントは
通常、軽量または用途変更されたコンピュータで、Webexアプリがホストされる中央集中型
の HVDサーバーとのリモート接続をユーザーが確立するために使用します。サポートされる
プラットフォーム用のシンクライアントプラグインは、https://www.webex.com/downloads/
teams-vdi.htmlで利用できます。

始める前に

Linux用WebexアプリVDIプラグインでサポートされているプラットフォームのリストについ
ては、Linuxシンクライアント（17ページ）を参照してください。

手順

• HP ThinPro

a) https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlから、HP ThinProインストーラ
（cisco_webexvdi_deb.zip）をダウンロードします。

b) シンクライアントで、USBスティックから手動で、または大規模展開用 HPデバイス
マネージャを使用して、次の順序でWebexアプリ VDIファイルをインストールしま
す。

インストールの順序

1. 前提条件

2. Webexアプリ（VDI .debパッケージ用）。

大規模導入の詳細については、HPから入手可能なHPデバイスマネージャのマニュア
ルを参照してください。

c) シンクライアントのイメージを作成します。HPから入手できる HPデバイスマネー
ジャに関するマニュアルを参照してください。

• Ubuntu

a) https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlから、Ubuntuインストーラ
（cisco_webexvdi_deb.zip）をダウンロードします。

b) シンクライアントで、WebexアプリVDIプラグインをインストールします。認証プロ
ンプトでパスワードを入力します。

VDI debパッケージ用のWebexアプリをダブルクリックすると、Ubuntuソフトウェ
アセンターが開きます。[インストール（Install）]をクリックすると、Ubuntuソフト
ウェアセンターが依存関係ライブラリを探してインストールし、Webexアプリクライ
アントをインストールします。
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c) シンクライアントのイメージを作成します。

• Unicon eLux

a) https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlから、eLux RP6インストーラ
（cisco_webexvdi_eLux.zip）をダウンロードします。

b) シンクライアントでWebexアプリ VDIプラグインをインストールし、必要に応じて
Cisco AnyConnectを同時に展開します。

c) Eliasツールを使用して、WebexアプリVDIプラグインを含むイメージを作成します。
シンクライアントにイメージを展開します。イメージの作成方法またはシンクライア

ントの更新方法の詳細については、Uniconのwebサイトから入手可能なEliasのマニュ
アルを参照してください。

• IGEL OS

a) OSで USBメモリを作成し、デバイスでその USBメモリから起動することにより、
IGEL OSのサポートされているバージョンがシンクライアントデバイスにインストー
ルされていることを確認します）。

https://www.igel.com/software-downloads/workspace-edition/から IGEL OSをダウンロー
ドします。

b) 必要に応じて、UniversalManagementSuite（UMS）を使用して、システムファームウェ
アを更新します。

c) 機能については、Cisco Teamsを確認します。

d) レジストリで、vdciscoteamsパラメータを有効にします。

e) [レジストリ（Registry）] > [vmware] > [ビュー（view）]で、Cisco Teamsを確認しま
す。

f) シンクライアントで、WebexアプリVDIプラグインをインストールします。認証プロ
ンプトでパスワードを入力します。

g) シンクライアントのイメージを作成します。

• Dell ThinOS

Webex VDIプラグインの特定のバージョンは、Dell Wyse ThinOSでサポートされていま
す。このサードパーティの統合のため、テクニカルサポートについてはDellに問い合わせ
る必要があります。詳細については、サポートされているリリースのDellWyse ThinOSド
キュメントを参照してください。リリースノートの「サポートされているパッケージ」の

セクションには、サポートされているWebex VDIプラグインのバージョンが記載されて
います。OSインストールパッケージのコピーを入手するには、ソフトウェアダウンロー
ドのページを参照してください。

• 10ZiGゼロクライアントシンクライアント

Webex VDIプラグインの特定のバージョンは、10ZiGゼロクライアントシンクライアン
トでサポートされています。このサードパーティの統合のため、テクニカルサポートにつ

いては10ZiGに問い合わせる必要があります。詳細については、特定のシンクライアント
の 10ZiGページを参照してください。
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ユーザーのためにWebexアプリが適切に機能し、VDIように最適化されるには、シンクライ
アントビルドを使用する必要があります。確認のために、Webexアプリの正常性チェックは
仮想チャネルの接続状態を表示します。

（注）

macOSシンクライアントシステムにおけるWebexアプリ
VDIプラグインのインストール

Webexアプリを中央のHVD環境にインストールしたら、次に、ユーザにシンクライアントデ
バイスにWebexアプリ VDIプラグインをインストールしてもらいます。シンクライアントは
通常、軽量または用途変更されたコンピュータで、Webexアプリがホストされる中央集中型
の HVDサーバーとのリモート接続をユーザーが確立するために使用します。サポートされる
プラットフォーム用のシンクライアントプラグインは、https://www.webex.com/downloads/
teams-vdi.htmlで利用できます。

MacOSインストーラ（PKG）を実行して、Webex VDIプラグインをインストールします。
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始める前に

macOS用のWebexアプリ VDIプラグインでサポートされているプラットフォームのリストに
ついては、macOSシンクライアント（21ページ）を参照してください。

手順

•スタンドアロンWebexアプリ専用 VDIプラグイン（隔月リリース）の場合：

a) https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlに移動し、[Webexアプリ VDIプラグ
インインストーラ（Webex app VDI Plugin Installer）]の下で、macOSシンクライア
ントシステム用のWebexアプリプラグインをダウンロードします。

b) ダウンロードしたら、CiscoWebexVDIPlugin.pkgファイルをダブルクリックしま
す。

c) EULAを読み、同意する場合は [続行（Continue）]をクリックします。

d) [インストール（Install）]をクリックしたら、Citrix Workspaceクライアントまたは
VMwareHorizonクライアントを閉じてくださいというプロンプトを閉じ、[アプリケー
ションを閉じてインストールする（Close Application and Install）]をクリックしま
す。

また、現時点で Citrixまたは VMwareを閉じることができない場合は、[後でインス
トールする（Install Later）]をクリックすることもできます。

e) 残りの画面をクリックして、インストールを完了します。

•バンドルされたWebexアプリおよびWebex Meetings VDIプラグインの場合：

このインストーラには、WebexアプリとWebex Meetings VDIプラグインが 1つのパッケージ
として含まれています。バージョン番号はダウンロードページで確認できます。スタンドアロ

ンプラグインとしてのWebex Meetings VDIは毎月リリースされますが、このバンドルされた
プラグインインストーラは隔月リリースです。

（注）

a) https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlに移動し、[バンドル VDIプラグイン
インストーラ（Bundled VDI Plugin Installer）]の下で、macOSシンクライアントシス
テム用のWebexアプリとWebex Meetingsのオールインワンビルドをダウンロードし
ます。

b) ダウンロードしたら、WebexVDIPlugin_AllinOne.pkgファイルをダブルクリック
します。

c) EULAを読み、同意する場合は [続行（Continue）]をクリックします。

d) [インストール（Install）]をクリックしたら、Citrix Workspaceクライアントまたは
VMwareHorizonクライアントを閉じてくださいというプロンプトを閉じ、[アプリケー
ションを閉じてインストールする（Close Application and Install）]をクリックしま
す。

また、現時点で Citrixまたは VMwareを閉じることができない場合は、[後でインス
トールする（Install Later）]をクリックすることもできます。
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e) 残りの画面をクリックして、インストールを完了します。

次のタスク

ユーザがWebexアプリ VDIプラグインを初めて起動する場合は、次の必要な権限を許可する
必要があります。

説明権限

ビデオ通話でカメラを使用するか、または [設定（Settings）]
でカメラを開きます。

アクセスカメラ

通話中にマイクを使用して音声を再生します。アクセスマイク

ビデオ通話でカメラを使用するか、または [設定（Settings）]
でカメラを開きます。

録音画面

Webexアプリがユーザーのために正常に機能するには、ダウンロードサイトの公式シンクラ
イアントプラグインを使用する必要があります。確認のために、正常性チェックは仮想チャネ

ルの接続状態を表示します。

（注）
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シンクライアントシステムにおけるWebex Meetings VDI
プラグインのインストール

Webexアプリとの完全な機能を備えたミーティングの場合、お客様またはお客様のユーザは、
バンドルされている VDIプラグインまたは 2つの別個の VDIプラグインをシンクライアント
にインストールする必要があります。

バンドルされているVDIプラグインパッケージは、Linuxシンクライアントでは使用できませ
ん。Linuxの場合、個別の VDIプラグインをインストールする必要があります。

（注）

始める前に

• HVD環境ではWebexアプリのみをインストールします。他のアプリは必要ありません。

• Full Featured Meetingsの要件（25ページ）に従ってください。

手順

•バンドルされているWindows用のWebexアプリおよびWebex Meetings VDIプラグイン
の場合：

このインストーラには、WebexアプリとWebex Meetings VDIプラグインが 1つのパッケージ
として含まれています。バージョン番号はダウンロードページで確認できます。スタンドアロ

ンプラグインとしてのWebex Meetings VDIは毎月リリースされますが、このバンドルされた
プラグインインストーラは隔月リリースです。

（注）

a) https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlに移動し、[バンドル VDIプラグイン
インストーラ（Bundled VDI Plugin Installer）]の下で、シンクライアントシステム用
のWebexアプリとWebex Meetingsのオールインワンビルドをダウンロードします。

• Windows 32ビット

• Windows 64ビット

b) ダウンロードした exeファイルをダブルクリックします。

c) 実行可能ファイルを開くには、[ OK]をクリックします。
d) インストーラに含まれるプラグインのバージョンが記載されているウェルカム画面を
読み、[次へ（Next）]をクリックします。

e) EULAを読み、同意する場合は、[同意する（I agree））]をクリックして、[インス
トール（Install）]をクリックします。

https://www.cisco.com/go/eula
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f) [Finish]をクリックして、セットアップウィザードを終了します。

•バンドルされている macOS用のWebexアプリおよびWebex Meetings VDIプラグインの
場合：

このインストーラには、WebexアプリとWebex Meetings VDIプラグインが 1つのパッケージ
として含まれています。バージョン番号はダウンロードページで確認できます。スタンドアロ

ンプラグインとしてのWebex Meetings VDIは毎月リリースされますが、このバンドルされた
プラグインインストーラは隔月リリースです。

（注）

a) https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlに移動し、[バンドル VDIプラグイン
インストーラ（Bundled VDI Plugin Installer）]の下で、macOSシンクライアントシス
テム用のWebexアプリとWebex Meetingsのオールインワンビルドをダウンロードし
ます。

b) ダウンロードしたら、WebexVDIPlugin_AllinOne.pkgファイルをダブルクリック
します。

c) EULAを読み、同意する場合は [続行（Continue）]をクリックします。

d) [インストール（Install）]をクリックしたら、Citrix Workspaceクライアントまたは
VMwareHorizonクライアントを閉じてくださいというプロンプトを閉じ、[アプリケー
ションを閉じてインストールする（Close Application and Install）]をクリックしま
す。

また、現時点で Citrixまたは VMwareを閉じることができない場合は、[後でインス
トールする（Install Later）]をクリックすることもできます。

e) 残りの画面をクリックして、インストールを完了します。

•個別のWebexアプリおよびWebex Meetings VDIプラグインの場合：

a) サポートされているシンクライアントプラットフォーム用のWebexアプリ VDIプラ
グインをインストールします。

• WindowsシンクライアントシステムにおけるWebexアプリ VDIプラグインのイ
ンストール（36ページ）

• macOSシンクライアントシステムにおけるWebexアプリ VDIプラグインのイン
ストール（41ページ）

• LinuxシンクライアントシステムにおけるWebexアプリVDIプラグインのインス
トール（39ページ）

b) サポートされているプラットフォームの手順を使用して、Webex Meetings VDIプラグ
インをインストールします。

リリースの詳細については、Webex Meetings VDIのリリースノートを参照してくださ
い。
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VDI向けWebexアプリの既知の問題と制限

機能

各リリースの機能の制約事項については、リリースノートを確認してください。

Webexアプリおよび VDIクライアント

• VDIモードでは、指定されたWindows向けのWebexアプリ（HVDインストーラ）および
https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlに投稿されているWebexアプリシンクラ
イアントバージョンのみをサポートしています。

• Webexアプリ向けの自動アップグレードを無効にして、上記のダウンロードリンクで入
手できるバージョンを使用する必要があります。

• HVD向けの IPv4およびシンクライアント環境のみをサポートしています。

•ユーザーが VDI最適化ソリューションを使用しないか、フォールバックモードを使用し
ている場合、HDビデオは無効になり、Webexアプリはメディア品質の問題が発生する可
能性がある旨の通知を表示します。

ユーザーが最適化されていないモードまたはフォールバックモー

ドでVDIを使用することは推奨されていません。カメラやヘッド
セットが動作しなかったり、メディア品質が低下したりする可能

性があります。

（注）

• MacOS VDIクライアントでは、HVD接続が全画面の場合、ビデオフィードがMacOSシ
ステムバーまたはアプリケーションメニューにスピルします。

• Linux VDIクライアントでは、HVDホストのWebexアプリアプリでそのオプションが選
択されている場合でも、着信コールの着信音はすべてのデバイス（シンクライアントのス

ピーカーを含む）を鳴らしません。HVDで選択されたオーディオデバイスのみが着信音
を再生します。

Unified CM Calling

• Expresswayを使用したオンプレミスコールの場合のみ。MRA向けのトラバーサルペアに
おいて、HVDと Expressway-Eの間にNATが存在しない場合、Expresswayは SIPとメディ
アシグナリングを内部として扱い、メディアをシンクライアントに送信しません。この問

題を修正するには、HVDと Expressways間に NATを展開します。これにより、HVDが
Expressway-Eに SIP INVITEを送信すると、まずは NATに送信されます。その後、
Expressway-Eはシンクライアントに送信できます。

•フォールバックモードの場合、[モードの選択（ModeSelection）]のレジストリキーは、自
動応答の Unified CMコール向けのメディアを制御できません。
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Citrix

•マルチタスク機能は、VDI上のWebexアプリでは動作しません。

•非最適化モードまたはフォールバックモードでは、Citrixデバイスマッピングがサポート
するデバイスは最大で 4台です。

• Citrix for Linuxでは、シンクライアント上のデフォルトデバイスを使用したボイスメール
再生のみをサポートしています。したがって、ご希望の音声デバイスを使用してボイス

メールを再生する場合は、シンクライアントの音声設定を開いて、デフォルトで使用する

デバイスを設定する必要があります。

• Webexアプリ VDIクライアントをインストールする前に（Receiver/Workspace環境を更新
する場合を含む）、 Citrix Receiver/Workspaceをインストールする必要があります。Citrix
または VMwareクライアントがインストールされていない場合、Webexアプリ VDIクラ
イアントはエラーを表示し、インストールが終了します。

• Windowsでは、2002より前のバージョンのCitrixWorkspaceを実行している場合は、Citrix
Receiver/Workspaceをアンインストールおよび再インストールした後、Webexアプリ VDI
クライアントを再インストール（アンインストールしてから、再度インストールまたは修

正）する必要があります。バージョン 2002以降を実行している場合は、アンインストー
ルして再インストールする必要はありません。

サポートされているすべてのバージョンの Citrix Workspace for Linuxでは、Citrix
Receiver/Workspaceをアンインストールおよび再インストールした後、Webexアプリ VDI
クライアントを再インストール（アンインストールしてから、再度インストールまたは修

正）する必要があります。

• Citrix Receiver/Workspaceは 32ビットのアーキテクチャを使用します。Webexアプリ VDI
32ビットと 64ビットの両方がこの環境で動作します。

Azure Virtual Desktop（旧称Windows Virtual Desktop）

•オンプレミスの Unified CMコール用の Azure Virtual Desktop（AVD）では、現在、MRA
で動作するシンクライアントのみをサポートしています。WVDデスクトップ（クラウド
ベースのリモートデスクトップ）のWebexアプリは、MRAで動作します。シンクライア
ントがオンプレミスにある場合、Unified CMコールが一部のファイアウォール設定でブ
ロックされる場合があります。Webex CallingとWebexアプリ組み込みコールへの影響は
ありません。

• AVDでは、AVDクライアントの設定で [セッションをウィンドウに合わせる（Fit session
to Window）]はサポートされていません。

• AVDを展開する場合、内部ネットワークと Expressway-E間のUDP接続を有効にする必要
があります。ポート範囲は 16384～ 32767です。

VMware

• Webexアプリ VDIクライアントをインストールする前に、VMware Horizonクライアント
をインストールする必要があります。Citrixまたは VMwareクライアントがインストール
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されていない場合、Webexアプリ VDIクライアントはエラーを表示し、インストールが
終了します。

• VMware Horizonクライアントバージョン 8.x(2103)は、Webex VDIプラグインバージョン
41.4以降からサポートされています。

互換性モードの場合：ユーザーが以前の VDIプラグインバージョンを使用している場合
（Webexアプリの 41.4へのアップグレードのみを含む）、コール中のビデオが正しく表
示されない可能性があります。

• VMware Horizonクライアントには 1つのインストーラのみが備えられており、デフォル
トのインストールは 64ビットのみです。Webexアプリ VDIクライアントには VMware
Horizonクライアントと同じアーキテクチャが必要です（64ビットの VMware Horizonク
ライアントは 64ビットのWebexアプリ VDIクライアントでのみ動作します）。
vdpService.dllが C:\Program Files (x86)\VMware\VMware Horizon View
Client\x64フォルダにある場合、64ビットのVMware Horizonクライアントを有してい
ます。vdpService.dllが C:\Program Files (x86)\VMware\VMware Horizon View
Client\フォルダにある場合、32ビットの VMware Horizonクライアントを有していま
す。

• VMware for LinuxおよびWindowsでは、シンクライアント上のデフォルトデバイスを使用
したボイスメール再生のみをサポートしています。したがって、ご希望の音声デバイスを

使用してボイスメールを再生する場合は、シンクライアントの音声設定を開いて、デフォ

ルトで使用するデバイスを設定する必要があります。

•オンプレミスの Unified CMコール用の VMware Cloudデスクトップでは、現在、MRAで
動作するシンクライアントのみをサポートしています。VMware Cloudデスクトップ（ク
ラウドベースのリモートデスクトップ）のWebexアプリは、MRAで動作します。シンク
ライアントがオンプレミスにある場合、UnifiedCMコールが一部のファイアウォール設定
でブロックされる場合があります。Webex CallingとWebexアプリ組み込みコールへの影
響はありません。

• VMware Cloudデスクトップを展開する場合、内部ネットワークと Expressway-E間のUDP
接続を有効にする必要があります。ポート範囲は 16384～ 32767です。

• VMware Horizon Clientの [USBデバイスの接続（Connect USB Device）]でカメラまたは音
声デバイスを確認した後は、HVDのWebexは、それらのデバイスを検出または表示でき
ません。

その他

• CitrixおよびWindows Virtual Desktop vGPU環境では、Webexアプリは VDI環境で動作中
として検出されません。

VDI最適化を強制するために、ENABLEVDI=1 引数でWebexアプリをインストールすること
をお勧めします。

• Webexアプリの 1つのインスタンスとともに動作する 1つのWebexアプリ VDIクライア
ントをサポートしています。ユーザーは複数の Citrixまたは VMwareセッションを開始で
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きますが、動作する接続インスタンスは 1つのみで、他のインスタンスは非 VDIモード
にフォールバックします。

• Webexアプリ VDIは、HVD環境で Citrix、VMwareの順に検出します。VMwareを使用す
る場合は、Citrix Agentがインストールされていないことを確認してください。
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第 4 章

Webexアプリ for VDIの管理とトラブル
シューティング

•アップグレードの管理（51ページ）
•インストール後の VDI検出の無効化（55ページ）
• WebexアプリVDIフォールバックモードでの高度なビデオ機能の有効化または無効化（55
ページ）

• VDIプラグイン通知の設定（57ページ）
•すべてのデバイスで着信音とアラートの設定が機能しない（57ページ）
• Webexアプリでの診断（58ページ）
•ブラウザコンテンツリダイレクション（59ページ）

アップグレードの管理

仮想デスクトップでのWebexアプリアップグレード
VDI環境の場合、Webexアプリの新しいリリースが 2か月ごとに公開されます。
https://www.webex.com/downloads/teams-vdi.htmlから最新バージョンおよびサポートされている
バージョンを入手できます。

仮想デスクトップでWebexアプリの自動アップグレードを有効にすることをお勧めします。
このオプションにより、ユーザは最新の機能を自動的に取得できます。別のオプションは、新

しいリリースが利用可能になったときに手動でアップグレードすることです。

仮想デスクトップでWebexアプリの自動アップグレードを有効にするには、2つのオプション
があります。

•コマンドラインからの初期インストール中に有効にします（この本の展開の章の「Webex

アプリ向けのホストされた仮想デスクトップの設定」を参照）。

•仮想デスクトップでWindowsレジストリキーを編集します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Spark Nativeのレジストリエントリで、

AutoUpgradeEnabled=1を設定します。
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Webexアプリを手動でアップグレードする場合は、AutoUpgradeEnabled=0を設定します。

• Webexアプリの VDIユーザは、毎月のシッククライアントリリースがホストされた仮想
デスクトップにプッシュされないため、毎月の更新を受け取りません。

VDIユーザは、Webexアプリの仮想デスクトップバージョンが利用可能になると、アップ
グレードするように求められます（2か月に 1回リリースされます）。

•アップグレードパッケージは %appdata%\Local\CiscoSparkLauncherに保存されています。

このフォルダがユーザの環境で永続的でない場合、Webexアプリは仮想デスクトップの
再起動後に以前のバージョンにロールバックします。

• HVDのWebexアプリは、ユーザのシンクライアントのWebexアプリ VDIプラグイン
（N-3）と下位互換性があります。お客様またはお客様のユーザーが最新のHVDバージョ
ンと VDIプラグインを使用していない場合、最新の特徴や機能が動作しない可能性があ
ることに注意してください。詳細については、リリースノートの「バージョンサポート」

を参照してください。

（注）

シンクライアントのアップグレード

Webexアプリ VDIプラグインは 2か月に 1回リリースされます。

プラグインの自動アップグレードを有効にすることをお勧めします。VDIプラグインの自動
アップグレードを有効にするには、仮想デスクトップでWindowsレジストリキーを編集する
必要があります。

• HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Spark Nativeのレジストリエントリで、

AutoUpgradeVDIPluginEnabled=1を設定します。

•同じパスで、AutoUpgradeEnabled=1であることを確認します。

プラグインの自動アップグレードを防止する場合は、仮想デスクトップで

AutoUpgradeVDIPluginEnabled=0を設定します。このオプションを選択した場合、アプリとの

バージョンの互換性を維持するために、プラグインを手動でアップグレードする必要がありま

す。
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•プラグインの自動アップグレードは、Webexアプリ 42.2以降でのみ使用できます。

•プラグインの自動アップグレードは、WindowsおよびMacOSシンクライアントでサポー
トされています。プラグインは、Linuxシンクライアントでは自動的にアップグレードさ
れません。

•プラグインは、仮想デスクトップ上のWebexアプリも自動的にアップグレードする場合
にのみ、自動的にアップグレードできます。

• Webexアプリが仮想デスクトップでアップグレードされた後、ユーザはプラグインをアッ
プグレードするように求められます。

•プラグインと仮想デスクトップWebexアプリを最新バージョンに保つことをお勧めしま
す。一緒にアップグレードできない場合は、何らかの下位互換性があります。詳細につい

ては、リリースノートの「バージョンサポート」を参照してください。

（注）

Citrixまたは VMwareのアップグレード
Citrixまたは VMware接続ブローカーへのアップグレードや変更を管理する場合は、この情報
に留意してください。「環境の準備」の章に記載されているサポート対象のバージョンを必ず

使用してください。

Citrix

LinuxシンクライアントWindowsおよびMacシンクライアン
ト

インストールまた

はアップグレード

LinuxシンクライアントにWebexア
プリVDIプラグインをインストール
する前に、Citrix Receiverまたは
Workspaceをインストールします。
VDIプラグインのインストール手順
で、最初に接続ブローカーをインス

トールする必要がある旨の警告がお

客様およびそのユーザーに表示され

ます。

WindowsまたはMacシンクライアン
トにWebexアプリ VDIプラグイン
をインストールする前に、Citrix
ReceiverまたはWorkspaceをインス
トールします。VDIプラグインのイ
ンストール手順で、最初に接続ブ

ローカーをインストールする必要が

ある旨の警告がお客様およびその

ユーザーに表示されます。

新しいインストー

ル

Citrix環境にアップグレード通知が表
示される場合は、Citrix環境のアップ
グレード後に Linuxシンクライアン
ト上でWebexアプリ VDIプラグイ
ンを再インストールする必要があり

ます。

Citrix環境にアップグレード通知が
表示された場合、このアップグレー

ドを実行しても、Windowsまたは
Macシンクライアント上のWebexア
プリVDIプラグインに影響はありま
せん。

アップグレード
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LinuxシンクライアントWindowsおよびMacシンクライアン
ト

インストールまた

はアップグレード

サポートされている任意の Citrix
Workspaceバージョンの再インストー
ルについては、Linuxシンクライア
ント上のWebexアプリ VDIプラグ
インを再インストールする必要があ

ります。

• 1912 LTSRまたは 2002より前の
Citrix Workspaceについては、
WebexアプリVDIプラグインを
再インストールまたは修正する

必要があります。

• 1912 LTSRまたは 2002以降の再
インストールについては、VDI
プラグインは機能し、影響を受

けません。

再インストール

VMware

LinuxおよびMacシンクライアントWindowsシンクライアントインストールまた

はアップグレード

LinuxまたはMacシンクライアント
にWebexアプリ VDIプラグインを
インストールする前に、VMware
Horizonクライアントをインストール
します。VDIプラグインのインス
トール手順で、最初にコネクタブ

ローカーをインストールする必要が

ある旨の警告がお客様およびその

ユーザーに表示されます。

WindowsシンクライアントにWebex
アプリVDIプラグインをインストー
ルする前に、VMwareHorizonクライ
アントをインストールします。VDI
プラグインのインストール手順で、

最初にコネクタブローカーをインス

トールする必要がある旨の警告がお

客様およびそのユーザーに表示され

ます。

新しいインストー

ル

VMware環境にアップグレード通知
が表示される場合は、Citrix環境の
アップグレード後に Linuxまたは
Macシンクライアント上でWebexア
プリVDIプラグインを再インストー
ルする必要があります。

VMware環境にアップグレード通知
が表示された場合、このアップグ

レードを実行しても、Windowsシン
クライアント上のWebexアプリVDI
プラグインに影響はありません。

アップグレード

VMwareの再インストールについて
は、LinuxまたはMacシンクライア
ント上でWebexアプリプラグインを
再インストールする必要がありま

す。

VMwareの再インストールについて
は、Windows VDIプラグインは機能
し、影響を受けません。

再インストール
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インストール後の VDI検出の無効化
VDIクライアントの使用を希望しないユーザーがいて、Webexアプリがすでに展開されてい
る場合は、インストール後に VDI検出を無効にすることができます。この設定後、Webexア
プリは最適化されていないソリューションで実行されます。

ステップ 1 HVDでのWebexアプリの展開方法に応じて、次のインストールパスのいずれかを開きます。

• c:\Program Files\Cisco Spark（Webexアプリが ALLUSERパラメータを使用してインストー
ルされている場合）

• %localappdata%\Programs\Cisco Spark（Webexアプリがユーザーごとにインストールされて
いる場合）

ステップ 2 ファイルをバックアップとして保持するために、TSDetectionLib.dllという名前を
TSDetectionLib_b.dllに変更します。

次のタスク

後でWebexアプリをアンインストールすると、TSDetectionLib_b.dllはフォルダに残ります。
Webexアプリをアンインストールする前にファイルの名前を TSDetectionLib.dllに戻すか、
Webexアプリをアンインストールした後に TSDetectionLib_b.dllを手動で削除する必要があり
ます。

Webexアプリ VDIフォールバックモードでの高度なビデ
オ機能の有効化または無効化

レジストリを変更することで、高解像度（HD）や画面共有などの特定のWebexアプリ機能を
有効または無効にできます。これにより、データセンターのサーバー上のリソースを節約でき

ます。また、ユーザーが実行できるのがフルウィンドウの画面共有か、または HVDウィンド
ウのみの画面共有かを決定することもできます。より高度なビデオ機能を備えたシステムを

ユーザーが使用している場合は、必要に応じて機能を有効にすることができます。

始める前に

• VDIプラグインのインストール前またはインストール後に、レジストリキーを変更できま
す。

Windowsレジストリの変更は、細心の注意を払って実行する必要
があります。これらの手順を使用する前に、レジストリのバック

アップを作成しておくことを推奨します。

注意
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•仮想バックグラウンドは、デフォルトでは無効になっています。

•有効にするには、「Webexユーザー用の仮想バックグラウンドの設定」の手順に従い
ます。

•ユーザのシンクライアントデバイスが仮想背景のシステム要件を満たしていることを
確認してください。

ステップ 1 Windowsの検索または Runウィンドウで、regeditと入力し、Enterを押します。

ステップ 2 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Cisco Spark Native\に移動します。

ステップ 3 必要に応じて、次のレジストリキーの値を変更します。

ステップ 4 VDIFallBackConfの DWORD値を選択します。

• 0—高度なビデオ機能は無効です。（デフォルト）
• 1—高度なビデオ機能は有効です。ユーザーはフルモードになります。これは、WindowsのWebexア
プリと同じです（音声、ビデオ、画面共有、および高度なビデオ機能）。

• 2—ビデオと画面共有は無効です。ユーザーは音声のみのコールを実行できます。
• 3—ビデオが無効です。ユーザーは、共有機能を使用して音声通話を実行できます。
• 4—画面またはアプリケーション共有のみ有効です。ユーザーは音声またはビデオのコールを行うこと
ができず、メッセージングのみのモードになっています。

このレジストリキーは、インストール中に enablevdi=1であり、かつ、VDIプラグインがイ
ンストールされていない場合にのみ機能します。フォールバックモードでは、データセンター

の負荷が増加することから、過負荷状態を防ぐためにメディアは使用されません。

（注）

ステップ 5 VDIBackgroundEnabledの DWORD値を選択します。

• 0—Webexアプリが最適化されたVDIモードである場合、仮想バックグラウンドを無効にします。（デ
フォルト）

• 1—Webexアプリが最適化された VDIモードである場合、仮想バックグラウンドを有効にします。

ステップ 6 VDIScreenShareEnabledの DWORD値を選択します。

• 0—Webexアプリが最適化された VDIモードである場合、全画面共有を無効にします。

Windowsシンクライアントでは、ユーザは公開または共有デスクトップでのみHVDウィンドウビュー
を共有できます。

Webexリリース42.8以降、Linuxシンクライアントは、「Webexでの通話」通話中、または「メッセー
ジングのみの共有」を使用している場合にのみ HVDウィンドウを共有できます。

• 1—Webexアプリが最適化された VDIモードである場合、全画面共有を有効にします。（デフォル
ト）
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VDIプラグイン通知の設定
デフォルトでは、ユーザーは、自らのCitrixまたはVMwareクライアントがVDIプラグインな
しでHVDに接続している場合に通知されます。最適化されたVDIモードを有効にするために
VDIプラグインをインストールすることを知らせる通知が表示されます。ユーザーは、必要に
応じてそのリマインダを一時閉じることができます。

また、Webexアプリ VDIプラグインのバージョンが、HVD上のWebexアプリと互換性がな
い場合は、Webexアプリ VDIプラグインをアップグレードするようユーザに通知するポップ
アップが表示されます。リマインダは、ユーザーがアクションを実行するまで毎週表示されま

す。また、ユーザーはこの通知を閉じることができます。

管理者は、組織全体のレベルでこれらの通知を有効または無効にできます。

始める前に

VDIプラグインのインストール前またはインストール後に、レジストリキーを変更できます。

Windowsレジストリの変更は、細心の注意を払って実行する必要があります。これらの手順を
使用する前に、レジストリのバックアップを作成しておくことを推奨します。

注意

ステップ 1 Windowsの検索または Runウィンドウで、regeditと入力し、Enterを押します。

ステップ 2 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Cisco Spark Native\に移動します。

ステップ 3 VDIPluginNotificationEnabledのダブルワード（32ビット）登録キー値を選択します。

• 1—ユーザ向けの VDIプラグイン通知を有効にします。（デフォルト）
• 0—ユーザ向けの VDIプラグイン通知を無効にします。

すべてのデバイスで着信音とアラートの設定が機能しな

い
問題 Linux VDIクライアントでは、HVDホストのWebexアプリでそのオプションが選択され
ている場合でも、着信コールの着信音はすべてのデバイス（シンクライアントのスピーカーを

含む）を鳴らしません。HVDで選択されたオーディオデバイスのみが着信音を再生します。

考えられる原因 この問題は、CitrixまたはVMwareでのオーディオデバイスマッピングが
原因で発生する可能性があります。
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解決法 HVD環境でレジストリキー VDIDisablePlaytoneOnLinuxTCEnabledを確認します。Linux
シンクライアントユーザがこの呼び出し音の問題を観察している場合は、このキーの値を1に

設定します。

Webexアプリでの診断
Webexアプリ（デスクトップおよびVDI）で利用可能な診断は、接続の問題を解決し、メディ
アの品質を確認し、重要なトラブルシュート情報を収集するのに役立ちます。

図 7 : Webexアプリでの診断

Webexアプリでのコール（Unified CM）のセットアップ中に、音声ドメインやUCサービスな
どの接続に関連する問題や必要な設定が発生する場合があります。このツールを使用すると、

どのサービスが正しく設定されているのか、何が足りないのかを診断できます。この機能は、

Webexアプリでのコール（Unified CM）への移行の場合でも、新規ユーザを設定する場合で
も、シナリオのトラブルシュートおよびサポートケースの削減に役立ちます。

ユーザエクスペリエンスに問題がある場合は、診断ビューとデータのエクスポートにアクセス

し、自分やサポートと共有できます。

• UnifiedCM設定：以下など、電話サービスが正しく機能するための重要な設定（Jabber移
行や新規ユーザ設定など）

• Unified CMのバージョン

• UCサービスドメイン

• SSO

•ボイスメールなどの UCサービス
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• MRAの Expressway

•メディア品質：ビデオ、オーディオの品質および両方向での共有

•デバイス：ユーザがデバイスに接続した際のデバイス情報

診断ウィンドウを表示するショートカットキーについては、「キーボードとナビゲーション

ショートカット」を参照してください。

ブラウザコンテンツリダイレクション
ブラウザコンテンツリダイレクト（BCR）は、仮想デスクトップマシンの負荷を軽減するVDI
環境の最適化です。

仮想デスクトップで BCRが有効になっている場合、Webexアプリは、リモート画面共有、ア
プリケーション共有、または画面部分共有によるブラウザコンテンツを共有できません。

Webexユーザーは、ローカル画面共有を使用してブラウザを共有できます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


